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伊藤　正一
ボランティア活動支援センター長

はじめに

　関西学院においては、古くから災害への救援・支援活動を行ってきたという伝
統があります。阪神・淡路大震災を契機として、関西学院大学の学生、教職員の
ボランティア組織としてヒューマンサービスセンターが発足し、以来20年間に
わたり活動してきました。また、様々な学生ボランティア活動団体も、ボランティ
ア活動を積み上げてきました。
　ボランティア活動支援センターを設立することによって、これまでなかったボ
ランティア活動そのものに対する相談窓口の提供が可能になり、関西学院大学の
ボランティア活動を一元化し、大学の主導・支援のもとに行うことができるよう
になりました。さらに、学内の様々なボランティア活動団体の相互の協力・連携
ができるようになりました。
　ボランティア活動支援センターの事業を推進するために、同支援センター内に
ヒューマン・サービス支援室を置くことになりました。ヒューマン・サービスと
いう名前は、上記のヒューマンサービスセンターに由来しています。したがって、
ヒューマン・サービス支援室は、ヒューマンサービスセンターの実績を受け継ぎ、
学生などによるボランティア活動を支援し促進する場所です。その業務は、ボラ
ンティア活動への支援・助言、ボランティア活動に関する情報収集と提供、ボラ
ンティア活動への啓発、ボランティア活動に関する評価及びそれに伴う公表、ボ
ランティア活動協議会の開催、その他からなっています。
　近年、地震、台風、大雨など様々な自然災害が発生していますが、政府などの
支援だけでなく、ボランティア活動による様々なレベル・内容の支援がますます
必要とされてきています。このような状況下で、ヒューマン・サービス支援室の
役割が一段と重要となってきています。2016年春に発生した熊本地震では、多
くの人々が被災されました。その支援のために、本学ヒューマン・サービス支援
室では、４回にわたり延べ約100名の学生を現地に送り出し、避難所や仮設団地
において様々な支援活動を実施しました。
　関西学院大学ボランティア活動支援センターヒューマン・サービス支援室は、
今後も皆様方とのご協力・連携をより深め、社会に貢献していきたいと考えてい
ます。
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関　嘉寛（社会学部教授）

ヒューマン・サービス支援室・室長

はじめに

　私たち関西学院大学ボランティア活動支援センターヒューマン・サービス支援
室は設立からようやく１年を迎えました。この１年間、多くの方々のご支援やご
助力のおかげで、関西学院大学らしいボランティアセンターを作るための土台作
りをすることができました。お一人お一人にお礼を申し上げるべきところですが、
紙幅の関係もあり、この報告書をもって、お礼とさせていただきたいと思います。
　ヒューマン・サービス支援室は、関西学院大学内におけるボランティアセンター
として2016年４月に設立されました。スタッフは、室長１名・副室長３名（以
上教員）、学長室職員１名、常勤ボランティアコーディネーター１名、事務補佐
１名の陣容でスタートしました。場所は、西宮上ヶ原キャンパス正門を入って左
手にある守衛室の裏手、どちらかという学生たちの動線からは離れたところにあ
ります。
　少々地味なスタートでした。当初の予定では、2016年10月頃に本格的にスター
トするつもりでした。常勤ボランティアコーディネーターの採用もぎりぎりにな
り、組織運営・構成についても骨組みだけでしたので、４月から半年かけて体制
を固めたり、コーディネーターの役割を明確にしていったりしようと思っていま
した。その中で、ヒューマン・サービス支援室の学内における知名度も徐々に上
げていこうと考えていました。
　しかし、2016年４月14日・16日に熊本・大分で大きな地震が起きてから、組
織運営の整備と同時に熊本・大分に対するボランティアを中心とした活動を組織
化する必要がありました。それぞれが大きな課題でした。
　組織運営においては、阪神・淡路大震災以降20年の実績を持つヒューマンサー
ビスセンターのコーディネーター部門を学生コーディネーター（学生CO）とし
て試行錯誤しながら連携を深めていきました。コミュニケーションの課題、活動
のモチベーションの問題など様々な問題点が明らかになりました。
　また、熊本・大分での地震においては、学内での募金活動のとりまとめを皮切
りに、現地でのボランティア活動を組織化しました。災害救援については経験が
豊富な常勤コーディネーターではありましたが、今までにないかたちでの参加者
募集や活動の実施でしたので、手探りで進めざるを得ませんでした。その中で、
多くの方々との出会いがあり、活動が広がっていきました。
　あらためてこの報告書は、私たち関西学院大学ボランティア活動支援センター
ヒューマン・サービス支援室の1年間の悪戦苦闘の記録であると同時に、ご支援、
ご助力、ご指導いただいた方々への感謝の印でもあります。ご一読いただき、もっ
とこうすべきだというコメントやご意見をいただければ幸いです。
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成安　有希
ボランティアコディネーター

　ボランティア活動支援センターヒューマン・サービス支援室が開設して１年が
経ちました。立ち上げから組織体制の確立、関係各所との関係作り、熊本地震へ
の対応等、慌ただしい１年となりました。私自身、新卒ということもあり、組織
の立ち上げに際して自分がどのような役割を果たせるのか不安でもありました。
立ち上げて２週間後には熊本地震が発生し、組織体制を確立するどころか、組織
全体を把握できないまま実際に動きださなければならなかったのが現実でした。
　熊本地震に対してはまず、学生の声に耳を傾けることから始め、学内での募金
活動、現地でのボランティア活動と、活動を発展させていきました。2016年度
は４度、のべ約100名の学生と現地で活動することが出来ました。現地では熊本
YMCAはじめ、関係各所の方々が受け入れてくださり、現地での継続的な活動に
つながりました。初年度ということもあり、関係各所の方々には大変負担をかけ
ることとなりました。様々なご支援をいただき、誠にありがとうございました。
　日頃の活動としましては、学生コーディネーターとの関係づくりや従来の体制
の見直し、組織のルール作りなど、主に基盤を固めるための活動をしました。熊
本地震への対応や、一般学生の対応、外部団体との関係作りに加えてのことで、
正直最初はなかなかうまくいかないこともありました。しかし、学生コーディネー
ターと「一緒にがんばる」ことを心がけ、少しずつではありますが、関係が築け
てきたのではないかと思います。
　２年目を迎える2017年度は、学内外ともにさらにヒューマン・サービス支援
室を知っていただくために、活動を広げていきたいと思っています。熊本での現
地ボランティア活動も継続することが決定し、2017年度も４度の現地ボランティ
アを予定しています。また、学内でのボランティア啓発活動として、学生コーディ
ネーターとともに様々なプロジェクトを企画・実施していく予定です。私自身と
しましても、コーディネーション力を高めながら、学生コーディネーターと一緒
に、より魅力的なヒューマン・サービス支援室をつくっていこうと思っています。
2016年度よりもさらにパワーアップした支援室を皆さんにお見せできるよう頑
張っていきます。2017年度もどうぞ宜しくお願いいたします。
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後藤　実紗子
2016年度学生コーディネーター代表

　私が携わった2016年という年は、20年以上つづいてきた「関西学院ヒューマ
ンサービスセンター」の終わりの年であり、「関西学院大学ヒューマン・サービ
ス支援室」開設の年であるということで、重要な年に活動させていただけたと思
います。今までと変わりゆくこと、変わらないことを考え続けた１年でありまし
た。
　日常でのボランティア情報の紹介を行うボランティアコーディネートや、関学
生へのボランティア普及を目的としたイベント企画を行うなどの通常での活動
と、今までのヒューマンサービスセンターの体制から支援室という新体制への移
行のための先生方やコーディネーターの方との話し合い、これら全く異なる２つ
のことを並行して行うことは非常に難しいことではありましたが、その反面やり
がいを強く感じる活動でもありました。
　また、学生コーディネーターの運営方法の大幅な見直しも行いました。今まで
運営は幹部学年である３回生のみで行っておりましたが、今までの役職を部門へ
と変え、運営の中心は３回生ながらも、他学年も参加する縦割り制度へと変更し
ました。当初は部門での運営が上手くいかないこともありましたが、部門内で学
年を超えた交流を行うことで、運営がスムーズになるだけでなく、自分たち一人
ひとりが活動について考えることができ、イベント企画などの通常でのミーティ
ングの場で、積極的に発言する学生が増えたように思います。もちろん、まだま
だ改善点も多いですので、その時の代に合った変更や改善を行い、より良い運営
をしていってほしいと思います。
　活動を続ける中では「積極性」というものが非常に大切であり、私自身意識し
て行動をしてきましたが、行動しきれなかった場面もありました。自分の中で不
安や迷い、また自分の弱さを感じることがあったのだと思います。そんなときに
大切にしていたことは「まずはやってみる」。そして、やってみながら、「何のた
めに今の活動を行っているのか」一度原点に立ち返って考えることが大切だと思
います。今後も学生一人ひとりの成長とボランティア活動の更なる発展を願い、
様々な形でボランティア活動へ参加させていただこうと思います。

文学部３年（学年は当時）
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ヒューマン・サービス支援室
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ヒューマン・サービス支援室

　関西学院大学ボランティア活動支援センターヒューマン・サービス支援室は、そ

の名が示すとおり、ボランティア活動を支援する窓口として設置されました。近年、

大学でも社会における実体験を学習の一部に取り組む傾向がある中で、多くの大学

でもボランティア活動を支援するようになってきました。支援の組織的な裏づけと

して、大学にもボランティアセンターが置かれるようになり、 2011年には約12％（約

150大学／短大）に設置されています。

　ヒューマン・サービス支援室の前史的な存在である関西学院ヒューマンサービス

センターは1995年の設立ですので、関西学院大学におけるボランティアセンターの

歴史は古いといえます。そこでは、教職員と学生が協力して、さまざまなボランティ

アコーディネートがおこなわれていました。

　しかし、残念ながら、ヒューマンサービスセンターは組織的な裏づけが曖昧な組

織でした。そのため、関西学院大学内におけるボランティアの組織的な支援という

点において課題を抱えていました。

　2016年４月にヒューマンサービスセンターの実績を引き継ぎ、大学内で組織的

位置づけがある程度明確にされたかたちでボランティア活動支援センターヒューマ

ン・サービス支援室が設立されました。したがって、ヒューマン・サービス支援室

は、それまでの関西学院大学内でのボランティアや情報を組織として整理し、分か

りやすいかたちで発信することが重要な役割と考えられています。

　そこで、私たちはまず、ヒューマン・サービス支援室の存在を学内各部署に伝え、

そこに点在しているボランティアに関わる情報の所在を確認することを進めていま

す。決して、学内におけるボランティア活動の情報を全て集約することを目的とし

ていません。それは関西学院大学が大切にしている自由な意志に基づく活動をコン

トロールすることになりかねないからです。あくまでもそれぞれの自由な意志に基

づく活動を尊重し、それらの活動が課題を抱えたり、あるいはさらなる情報を必要

としているときに頼りになる組織を目指しています。

　また東日本大震災での大学の組織的な支援を再考し、発展させることもボラン

ティア活動支援センターに課せられた使命です。関西学院大学は古くは関東大震災

時もボランティアを現地で行っていました。そういう意味で、災害救援とは縁の深

い大学であるといえます。しかし、今まで災害ボランティア活動を組織化する仕組

みは十分には整備されてきませんでした。その整備を担うのもこのセンター・支援

室の役割です。

学内における位置づけ

１．ヒューマン・サービス支援室とは
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ヒューマン・サービス支援室

2016 年度の取り組み

今年度の主な取り組みとして、以下の３つが挙げられます。
●ボランティア情報の集約と整理
●学生コーディネーターとの連携
●熊本地震被災地支援活動

＜ボランティア情報の集約と整理＞
　設立後最初の取り組みとして、学内ボランティア団体の情報を集約することから
始めました。本校のボランティアの歴史は古く、また阪神・淡路大震災や東日本大
震災などの災害もきっかけとなり、学内では様々なボランティア団体が誕生し、活
動していましたが、その情報を集約しているところがありませんでした。そこで、
ヒューマン・サービス支援室に関わる教職員や学生から集めた情報を頼りにリサー
チを進めていきました。
　本来であれば、学内ボランティア団体の情報については初年度のうちにある程度
集約するはずでしたが、設立後２週間で熊本地震が発生し、情報集約から熊本地震
への対応へと切り替えたため、なかなか進まずに初年度を終えることになりました。

＜学生コーディネーターとの連携＞
　ヒューマンサービスセンターのコーディネート部門に所属していた学生が、
ヒューマン・サービス支援室の学生コーディネーターとなり、学生の多くが新しい
組織や今後の活動について不安を抱いていました。専従コーディネーターという、
学生らにとっては初めて関わる立場の教職員にとまどいを感じていたのではないか
と思います。そんな学生たちと一緒に活動するにあたり、まずはコミュニケーショ
ンを取りながら関係作りをしていきました。新入生歓迎会や学生が企画したイベン
トにも積極的に関わり、まずは学生１人ひとりを知ることから始め、学生たちの思
いを聞き、それをどう実現していくかを一緒に考えていきました。なかなかすぐに
とはいきませんでしたが、話をするうちにお互いに意思疎通をし、協働でイベント
を実施することができました。

＜熊本地震被災地支援活動＞
　設立して２週間後に起きた熊本地震に対しての対応が、今年度最も大きな部分を
占めた活動となりました。まずは学内での街頭募金活動を実施し、学生や教職員に
対して支援を求めました。その後、地震発生から３ヵ月後の７月から現地でのボラ
ンティア活動を開始しました。避難所や仮設住宅での被災者の方々との交流をメイ
ンに足湯や茶話会を行うほか、参加学生自身が企画した活動を実施するなど、参加
した学生らが活動を通して学びを得られるようなプログラムを実施しました。
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2017 年度の計画

＜2017年度の活動概要＞
　センター設置、支援室開設2年目になる2017年度も関西学院大学ボランティア活
動支援センターヒューマン・サービス支援室の設置目的である関西学院大学内にお
けるボランティア活動を広げ、深めていくためにボランティアコーディネートを充
実させていきます。また、2016年４月に発生した熊本・大分での地震による被災地
支援活動も継続していきます。

＜ボランティアコーディネートの充実＞
・継続事業
　ヒューマン・サービス支援室における学生向けのボランティアコーディネート事
業を継続しておこないます。ボランティアコーディネートでは、専従コーディネー
ターと学生コーディネーターが協力し、来室する学生のニーズのくみ取りやフォ
ローアップなどを通じ、多くの学生にボランティアの機会を提供するとともに、活
動を通じてより深い学びを得られる手助けをしていきます。また、講演会などボラ
ンティアを集中的に告知するイベントも企画します。

・新規事業
　ヒューマンサービスセンターから引き継いだ学生コーディネーターがより自分た
ちの想いを実現できるような支援・協力をあらたにしていきます。特に、学生コー
ディネーターが自分たちで企画するイベントを充実させていきます。

＜熊本地震被災地支援活動の充実＞
・継続事業
　2016年度に４回おこなった現地での支援事業を継続しておこないます。主に、熊
本県益城町の仮設住宅の支援を継続して公募によって集めた学生と一緒におこない
ます。

・新規事業
　関西学院大学における熊本地震への関心を作り上げるために、展示や広報などの
新しいイベントをおこないます。その際、現地ボランティアに参加した学生なども
加わり、広がりをつくり出していきます。

情報集約・発信の仕組みづくり

仮設住宅での支援活動・学内発信

ボランティア
コーディネート

熊本地震被災地
支援活動

学生コーディネーターへの支援の充実

熊本・大分地震に関するイベントの開催

継　　続 新　　規
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２．ボランティアコーディネート

支援室の利用状況

・学部別来室者（のべ）数

・月別来室者数

神

2

全学部計

109

文

27

社会

29

法

17

経済

8

1

49

全学年計

109

2

28

3

26

4

3

不明

3

商

5

理工

2

総合
政策

0

人間
福祉

10

教育

2

国際

6

不明

1

0
2
4
6
8

10
12
14
16
18
20

4月 5月 6月 7月 9月 10月 11月 12月 1月

来室人数
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福祉

子ども・青少年

医療

国際

環境

教育関係

芸術・文化

スポーツ

災害支援

まちづくり

人権

助成金

講座

その他

高齢者、障害者、さまざまな生活課題を抱える人などへの支援

子どもたち、中高生などと関わる活動

病院でのボランティア活動、心に病を持つ人への支援、相談援助活動

海外協力、日本にいる外国人への支援、難民支援、海外スタディーツアーなど

自然保護、里山保全、リサイクル活動など

学校教育や社会教育・生涯学習活動への協力

美術館・博物館での活動、地域文化の保全・育成

スポーツ活動への支援、障害者スポーツへの参加・協力など

防災活動、災害時の救援・支援活動

都市計画や公共施設建築などでの市民参加、福祉マップ作りなど

DVの被害者女性への支援、知的障害者がある人などの権利擁護

助成金に関する情報

ボランティアなどに関する講座・講習会など

上記にあてはまらないボランティアの種類

23

47

4

22

3

17

3

6

20

18

0

3

45

7

218

131

合計（件）

提供団体数

支援室では、提供していただいたボランティア情報と提供数を 14種類に分けて紹介しています。

外部団体からの情報提供
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来年度以降の対応

＜今年度の課題＞
　設立初年度の今年は、まず学生や教職員にヒューマン・サービス支援室について
知ってもらうことを目標に、様々な周知をしていきました。HP の開設、SNS の更
新、また掲示板を活用し、支援室の役割を発信しました。また、開設記念イベント
など学外の方々を招待したイベントを通しての発信や、チラシでの広報も行いまし
た。これらの広報で少しずつ支援室について知っていただけた一方、支援室が学生
の動線からはずれているため、なかなか学生の訪問者が増えず、初年度は大きく課
題の残る年となりました。

＜来年度以降の対応＞
　来年度以降は今年度に引き続き広報活動を続けながら、学生コーディネーターと
協働で学内でのイベントを実施し、学生や教職員に知ってもらえる機会を増やして
いこうと思います。学生コーディネーターのイベントは、前身団体の時からすでに
実施しているイベントも多く、これらのイベントをブラッシュアップさせていきな
がら、より参加者に満足してもらえるようなものを実施していきたいと思っていま
す。参加者の増加や、満足度の上昇により、支援室の機能をより知っていただける
と思います。
　また、外部団体の情報もこちら側から積極的に掴んでいき、ボランティアセンター
としての機能を充実させていきたいと思います。こちらも学生コーディネーターと
協力しながら、実際に活動に足を運んだり、活動を主催されている方々に直接お会
いして話すことで、よりリアルに一般学生に活動について伝えられるようにしてい
きたいと思います。
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３．災害支援活動

　関西学院大学ボランティア活動支援センターヒューマン・サービス支援室は、設
置の当初より自然災害などの緊急支援に対応する決定が大学によってなされたとき
に、その実施主体として活動することが決められていました。ただ、東日本大震災
時に大学としての支援ポリシーが明確ではなかったので、その支援ポリシーを決定
することが必要でした。
　災害はいつ発生するか分からないので、早急に支援ポリシーを策定する必要はあ
りましたが、組織構成や運営について議論が集中したために、４月のセンター設置・
支援室設立当初、支援ポリシーはまだ策定されていませんでした。
　ポリシーがないままに、2016年４月14日（前震）および16日（本震）に熊本・
大分で大きな地震が発生しました。この状況で、大学としてどのような対応をとる
べきかが問われていました。たとえば、東日本大震災では、支援は関西学院大学の
メンバーが各自に判断し活動する中で、それに応じるかたちで大学などが支援をお
こないました。しかし、今回の地震では大学でセンターおよび支援室を通じて支援
を決定する枠組みがすでに決められていたので、大学は組織的に、比較的迅速に対
応する必要がありました。
　地震直後、被災地では大きな余震が続き、すぐに現地に入ることは難しい状況で
したので、まずできることとして、学内での街頭募金を実施することが大学で決め
られました。今までならば、学生の学内における募金は原則禁止されていました
が、宗教活動委員会のもとでおこなわれる募金活動に、学生の街頭募金を組織化し、
ヒューマン・サービス支援室の専従コーディネーターが統括するという条件の下で、
特別に認められました。
　その後、余震も落ち着き、現地視察を５月初旬におこなったところ、現地での活
動は可能で、すぐにでも必要とされていることが分かりました。そこで、７月の現
地での活動を決定しました。
　しかし、現地では移動手段および宿泊先を確保することがまだまだ困難でした。
その中で、名門大洋フェリーさんが私たちの活動に賛同してくださり、移動手段お
よび宿泊先をコーディネートしてくださりました。
　また、活動先については、避難所になっている益城町総合体育館での活動が決め
られました。支援活動においては、相手先との信頼関係構築が重要ですが、総合
体育館は関西学院大学内にも関係者が多いYMCAの全国的な応援態勢のもとで熊本
YMCAがおこなっていましたので、その関係構築も比較的スムーズにおこなわれま
した。
　このような経緯で、関西学院大学ボランティア活動支援センターヒューマン・サー
ビス支援室の下、熊本地震現地ボランティアが開始されました。

平成28年熊本地震における支援決定の経緯
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平成 28 年熊本地震　発生

熊本現地視察
熊本・大分における地震に対する学内募金ボラン
ティア活動
熊本地震現地報告会
第 1回熊本地震現地ボランティア募集期間
第 1回熊本地震現地ボランティア活動
第 2回熊本地震現地ボランティア募集期間
第 2回熊本地震現地ボランティア活動
第 3回熊本地震現地ボランティア募集期間
熊本地震復興応援「くまもん・うまいもんフェア」
とりま聞こか、そして行こか !! 
　～熊本地震現地ボランティア報告会 ～
第 3回熊本地震現地ボランティア活動
第 4回熊本地震現地ボランティア募集期間
熊本地震は終わっていない !
　～第 3回熊本地震現地ボランティア報告会～
熊本地震は終わっていない !
　～第 3回熊本地震現地ボランティア報告会～

第 4回熊本地震現地ボランティア活動

熊本県益城町他

上ケ原・西宮聖和・神戸三田キャンパス

上ケ原キャンパス

熊本県益城町

熊本県益城町

生協祭＠上ケ原キャンパス

上ケ原キャンパス

熊本県益城町

上ケ原キャンパス

神戸三田キャンパス

熊本県益城町

4/14・16
4/30 ～ 5/2

5/16 ～ 6/17

5/20
6/14 ～ 20
7/1 ～ 4
10/13 ～ 21
8/3 ～ 7
10/13 ～ 21
10/18 ～ 20

10/28

11/11 ～ 14
12/9 ～ 16

12/13

12/15

2017 
2/24 ～ 28

活　　動年月日 場　　所
2016

熊本および大分における地震に対する募金活動

日　程　2016年5月16日（月）～ 6月17日（金）計15回
時間帯　12：45 ～ 13：20
場　所　関西学院大学
　　　　上ケ原キャンパス、西宮聖和キャンパス、
　　　　神戸三田キャンパス

統　計

上 ケ 原

神戸三田

西宮聖和

合計

26,175

15,077

13,450

54,702

58

23

19

100

36

9

8

53

総登録者 (人 ) 募金額 (円）活動参加人数 (人）

 

学生たちの「被災地のために、自分たちに何かできることはないか」という多くの想いを受け、
ヒューマン・サービス支援室では災害支援ボランティア活動を行いました。

災害支援活動スケジュール
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第１回　熊本地震現地ボランティア活動

日　　程　2016 年 7 月 1日（金）～ 4日（月）
参加人数　学生 20 名　/　教職員 3名
　　　　　１回生：４名、２回生：９名、３回生：２名、

　　　　　４回生：４名、M２：１名

活動場所　益城町総合体育館
活動内容　
　・足湯

　・避難所のお手伝い

　　館内のレイアウト変更、清掃、ごみ収集、物資の配布など

　・子ども遊び

　　七夕の飾りつけ、トランプなど

第２回　熊本地震現地ボランティア活動

日　　程　2016 年８月３日（水）～７日（日）
参加人数　学生 18 名　/　教職員 3名
　　　　　１回生：６名、２回生：４名、３回生：３名、

　　　　　４回生：５名

活動場所　益城町総合体育館
活動内容　
　・足湯

　　被災者の方との交流

　・避難所のお手伝い

　　清掃、ごみ収集

　・プレイパーク（子ども遊び）

　　スライムづくり、シャボン玉、バルーンアート、水鉄砲など
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被災地復興応援活動「くまモン・うまいもんフェア」

日　　程　2016年10月18日（火）～ 20日（木）
場　　所　上ケ原キャンパスプラザ前
内　　容　
　・グッズ販売
　　「くまモン」がデザインされたグッズやお菓子を販売し、
　　その売上金を活動資金にした。
　・パネル展示
　　現地の様子や現地で行った活動の様子をパネル展示し、
　　現状を伝えた。

　関学生協主催「生協祭」にて、第１回、２回熊本地震現地
ボランティアに参加した有志学生たちによる、被災地復興応
援活動「くまモン・うまいもんフェア」が行われました。参
加した有志学生たちは「このフェアを通じて、来場者に熊本
地震について思い出してもらい、関心を持ち続けることにつ
なげたいです」と話しました。

熊本地震現地ボランティア報告会「とりま聞こか、そして行こか ! !」

日　　程　2016年10月28日（金）17：00～ 18：30
場　　所　上ケ原キャンパスＢ号館104教室
内　　容　
　・熊本の現状
　・現地での活動
　・普段の自分とボランティアをしている自分
　・関西に帰ってきてからの事後活動
　・座談会
　・まとめ

　熊本地震現地ボランティア活動の第１回、第２回に参加し
た学生たちによる報告会を実施しました。現地ボランティア
を通してボランティアの捉え方が変わった学生たちは「とに
かく自分たちの報告を聞いてもらって、この現地ボランティ
アに参加してもらいたい。もっとボランティアを身近に感じ
てもらいたい。」という思いで実施しました。
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第 3回　熊本地震現地ボランティア活動

日　　程　2016年11月11日（金）～ 14日（月）
参加人数　学生38名　/　教職員３名
　　　　　１回生：15名、２回生：９名、３回生：４名、

　　　　　４回生：９名、M１：１名

活動内容　熊本県益城町（木山仮設団地、テクノ仮設団地）
　・茶話会

　　足湯、ハンドアロマ

　・子ども遊び

　　バルーンアート、トランプ、バドミントン、ボール遊びなど

　・だご汁づくり

　・仮設団地のお手伝い

第 3回　熊本現地ボランティア報告会　～熊本地震はまだ終わっていない～

上ケ原キャンパス
日　　時　12月13日（火）　17：00～ 18：30 　
場　　所　Ｂ号館102教室
内　　容
　・熊本の現状
　・活動内容
　・参加した感想
　・次回予告

神戸三田キャンパス
日　　時　12月15日（木）12：50～ 13：20
場　　所　アカデミックコモンズ オレンジゾーン

　上ケ原、三田でそれぞれ第３回熊本地震現地ボランティア報告会を
実施しました。被害の大きい地域を視察し、改めて今回の震災の被害
の大きさや、報道が少なくなった今でもまだ関心を持ち続けることの
重要性を学びました。
今回は自分たちが感じたことをより正確にリアルに感じてもらいたい
と、話す内容や構成など時間をかけて参加学生で話し合いを行いまし
た。三田では動画を作成し、より関心を持ってもらえるような工夫を
しました。
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第４回　熊本地震現地ボランティア活動

日　　程　2017年２月24日（金）～ 28日（火）
参加人数　学生23名　/　教職員２名
　　　　　１回生：７名、２回生：７名、３回生：５名、
　　　　　４回生：４名
活動内容　
木山仮設団地　
　２月25日：子ども遊び
　　　26日：炊き出し（カレーライス）、手芸（折り紙）、子ど
　　　　　　もあそびなど
馬水東道仮設団地
　２月25日：炊き出し（だご汁、餃子）、子ども遊び、ハンドア
　　　　　　ロマなど
　　　26日：仮設団地清掃、住民との交流
安永仮設団地
　２月26日：カラオケ大会、ビンゴゲームなど
益城町社会福祉協議会・まち歩き
　２月27日：益城町社会福祉協議会に訪問し、國元事務局長と
　　　　　　緒方事務局次長より講談。
　　　　　　益城町まち歩き・まとめ、発表

学年

1回生

2回生

3回生

4回生

研究科

計

人数

32 

29 

14 

22 

2 

99 

神

0 

0 

0 

0 

0 

0 

文

4 

1 

3 

2 

0 

10 

社

7 

3 

3 

5 

0 

18 

法

7 

4 

1 

6 

0 

18 

経済

1 

3 

0 

0 

0 

4 

商

2 

2 

2 

4 

1 

11 

理工

2 

0 

0 

0 

1 

3 

7 

12 

0 

3 

0 

21 

2 

2 

2 

0 

0 

6 

教育

1 

2 

0 

0 

0 

3 

国際

0 

0 

3 

2 

0 

5 

総合
政策

人間
福祉

2016 年度　熊本地震現地ボランティア参加者数
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　2016年４月14日と16日に熊本地方を襲った地震において、震源地であった益城

町は大きな被害にあいました。多くの家屋が倒壊し、行き場を失った住民は避難

できる場所にそれぞれ避難をされました。益城町総合体育館は熊本YMCAが指定管

理を受けて運営していましたが、そこへも多くの方が避難をしてこられ、一時期は

1000名を超えるまでになりました。そのような中、関西学院大学の学生さんがボラ

ンティアとして総合体育館の避難所にも２回来てもらい、足湯や下駄箱づくり、子

どもたちの遊び相手と、色々な活動をしてもらいました。学生さんたちの真摯な姿

にも触れることができたことも合わせて、避難所の窮屈で不便な生活に潤いを与え

るものになったと思います。

　避難住民の仮設住宅の入居がほぼ完了したことを受けて、10月末には避難所は閉

鎖されました。以後は仮設住宅での支援が行われることになり、熊本YMCAは木山

仮設団地の地域支え合いセンター業務委託を受け、220戸、約550名の住民の支援

を継続しています。高齢化率約50％ですが、幼児から高齢者まで幅広い年齢層の方

が生活をされています。関学による仮設団地へのボランティアは11月12日（土）～

13日（日）で、木山仮設団地とテクノ仮設団地に分かれて行われました。木山仮設

団地では、子どもから高齢者までを対象に交流を深め、住民の皆さんには大変よろ

んでいただきました。学生の皆さんの感想も読ませていただきましたが、大切な気

づきをされている方も多く、この活動が学生の皆さんの成長の一助になっているこ

とをうれしく思います。

　事前の打ち合わせにもわざわざおいでいただき、関学の学生さんに対するボラン

ティアを通して学んでもらいたいという姿勢がはっきりしており、熊本YMCAとし

ても活動の内容を一緒に考える機会を持つことができ、受け入れもスムーズにでき

たかと思います。学生さんのボランティアは事前の計画が重要です。与えられたも

のをただ行うのではなく、自ら何ができるかを考えて行動することが始めなければ

なりません。関学の学生さんたちはよいボランティアの環境におられるので、ぜひ

それを利用していただきたいです。

公益財団法人   熊本 YMCA　木山地域支え合いセンター所長

日野　充裕

「今年度の関西学院大学の学生によるボランティア活動を振り返って」
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熊本地震現地ボランティア参加者感想（学年は当時）

第 1 回熊本地震現地ボランティア活動参加学生 人間福祉学部 3 年

松本　梨穂

　私自身あまり積極的ではなく、周りを見て動いてしまうところがあります。例えば今日も足湯担当だっ
たけど、ほとんど待合の方々とのおしゃべりに回っていて、実際に触れ合えた高齢者の方は 2、3 人です。
でも、どの場所でも何か意味があって、私にとってはすごく充実した 1 日でした。自分が率先して行うよ
り、サポートや残り仕事をすることが好きなのですが、そのこともあってか全体に目を向けることができ
たと思います。
　今回参加したのは、自分のためという理由が大きかったかもしれません。経験として、少しでも自分の
目で本当のことを感じたいから、そしてそれが何か今後動くための勇気になるかもしれないから。

（中略）
　私がこうして書いている今も、体育館でたくさんの方が薄いしきりと慣れない環境で眠ろうとしている
のだと思うと、全然同じ目線にすらなれない！！と焦りのような、もどかしさのような、そんな気持ちに
包まれますが、その気持ちはぶつけず、もっと純粋な気持ちで、自分にできることを一生懸命がんばりた
いと思います。

第 2 回熊本地震現地ボランティア参加学生 社会学部４年

早川　碩

　今日は 1 日子どもたちと接することで疑問が生まれました。それは子どもたちが普段どのように過ごし
ているか、どのような子たちなのかということです。私たちボランティアが子どもたちと接することで、
子どもたちも自然に態度が変わってしまうこともあると思います。たとえば、普段は被災した自分たちの
街を見てがっかりしていたとしても、ボランティアがそこに介入することで子どもたちの外向きの顔がオ
ンになり、私たちは子どもたちが本当はどう思っているかを知ることができないのではないかと思います。
それが良いことか悪いことかはわかりませんが、仮にそれが悪いこととしたら、ボランティアは一体何の
ためにあるのだろうと思いました。

　東日本のボランティアに 1 年生の時に参加して以来のボランティアでした。当時は答えを出すために頭
を使い、結局考える観点が多すぎて頭がまとまらず、もやもやしたものがボランティアだと思いました。
　今回はそれ以降に積んだ経験を踏まえてボランティアについて考えてみましたが、やはりよくわからな
いものでした。ただ、私にとってのゴールは復興が進み、町も人の心も豊かになることだと思っています。
そこに辿りつくためには多くの人が頭を働かせ、もやもやし、各々が考え込んで出した答えを実行するこ
とが大切だと思いました。



－ 22 －

ヒューマン・サービス支援室

第 3 回熊本地震現地ボランティア参加学生 文学部１年

手納　紗也香

　今日の活動の中で一番印象に残ったのは、第１回、第２回の活動で知り合った人や足湯を通じて交流し

た人たちと再会できたことだ。特に前回、益城町総合体育館で足湯をさせていただいたおばあちゃんと仮

設で再会できたときはとてもうれしくて、私のことを覚えてくださっていたことを知ったときは涙が出そ

うになった。自己満足かもしれないけれど、それだけで今回熊本に来てよかったなと感じた。

　子ども遊びをしたり、YMCAの方の話を聞く中で感じたことは、子どもたちの安全な遊び場が少ないこ

とだ。住居の周りはおおきめの砂利でこけるとかなり痛いだろうし、足場も不安定だ。それに子どもは遊

び場が少ないからなのか車が通る道路にまで出て遊んでいる。どこか一か所でもいいから砂場のような場

所が確保できるといいのになと思うが、現場の現状からすると難しいのかもしれないとも感じた。

第 4 回熊本地震現地ボランティア参加学生 法学部２年

高瀬　可奈

　3 日間の活動を通して、ボランティア活動とは思えないこともボランティアにつながっていると考えら
れました。日頃学部の勉強をしていて、自分の学部のことだけでは、足りないなと感じていました。
　たとえば、周りのことを報道したり、日頃の対策をしたり、地域の方とのつながりを作っておいたりす
ることは一見ボランティアではありません。日常の一部として私たちの生活の中にあるものです。その中
から、被災地のことを報道したり、日常の防災対策をしたり、地域のイベントに参加することは、私たち
の日常をほんの少し変えればできることです。このようにもっと自分たちにできることはあるんだ！とい
うこと、また自らの行動をほんの少し変えるだけでいいということを多くの人に伝え、実行していきたい
と思いました。

　今回の活動は、自分の生活の中の意識をほんの少し変えることにつながったと思います。日頃の防災意
識の低さ、地域とのつながりの少なさ、阪神地区に住んでいるにも関わらず、阪神・淡路大震災のことへ
の無知など、自分のボランティア活動に参加する前提が成り立っていなかったと思います。今日はこのよ
うな前提すらクリアせずにこの活動に参加していた自分がとても恥ずかしくなりました。非日常がいつ訪
れてもおかしくない、というのは頭ではわかっていることですが、自分の行動として表れていないことだ
と思いました。しかし、今回気づけたことで、自分のこれからの行動を変えることができます。まずは自
らを変え、周りに影響させられるようにしていきたいです。
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熊本地震現地ボランティア参加者アンケート

第１回、３回、４回に参加した学生たちのアンケート結果（Ｎ＝61名）

0 5 10 15 20 25

被災者を助けたかった①

自分で何か役立つことをしたかった②

自分の目で被災地を見てみたかった③

災害ボランティアに関心があった④

以前参加したので、また行きたかった⑤

その他⑥

参加しようと思った動機は何ですか？（１つ） 

1回 

3回 

4回 

0 5 10 15 20 25 30

足湯① 

清掃② 

レイアウト③ 

タオルケット④ 

靴箱制作⑤ 

茶話会⑥ 

ハンドアロマ⑦ 

子ども遊び⑧ 

炊き出し⑨ 

衣料販売会⑩ 

手芸⑪ 

社協さんの話⑫ 

まちあるき⑬ 

その他⑭ 

活動内容について印象に残った活動は？（３つ） 

1回 

3回 

4回 

※第２回についてはアンケートを実施せず

（人）

（人）
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0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

被災地の状況①

避難所・仮設団地の状況②

被災された方々の様子③

ボランティア活動④

活動でであった被災者との会話⑤

一緒に活動したメンバー⑥

一緒に活動した方々(YMCA・キャンナス)⑦

振り返り⑧

交通手段⑨

その他⑩

今回の活動全体で、印象的だったことは何ですか？（3つ） 

1回  

3回  

4回  

0 5 10 15 20 25 30

熊本地震に対する関心が増えた①

益城町に対する関心が増えた②

地震に対する関心が増えた③

災害全般に対する関心が増えた④

ボランティアに対する関心が増えた⑤

自分にもできることがあるという自信が生まれた⑥

コミュニケーションの大切さを知った⑦

支援することの難しさを知った⑧

仮設生活の困難さを知った⑨

メディアでは伝えられないことがあることを知った⑩

自分で行動することが大切であることを知った⑪

自分の専門についてもっと勉強しようと思った⑫

自分の関心・専門をもっと深めていこうと思った⑬

その他⑭

活動に参加する前とあとでは、何が一番変わりましたか（３つ） 

1回  

3回  

4回  

（人）

（人）
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関西学院大学　ボランティア活動支援センター
ヒューマン・サービス支援室

開設記念イベント

日時：2016年10月22日（土）　10：00~12：30

会場：関西学院大学 上ケ原キャンパス　図書館ホール

　ヒューマン・サービス支援室は関西学院大学におけるボランティアセンターとして2016年４月

に誕生しました。支援室はヒューマンサービスセンターの実績を受け継ぎ、関西学院大学内のボ

ランティアを様々な形で支援し、新しいボランティアの在り方を提案していきます。今回のイベ

ントでは有識者の方々をお招きし、ボランティア関係者や学内部局の方、学生やOB、OGととも

に支援室のこれからについて考えていきます。

イベントプログラム

10：00　開会挨拶
　　　　　　伊藤　正一（副学長 / ボランティア活動支援センター長）
10：10　基調講演
　　　　　　田淵　結（関西学院 院長）
10：30　シンポジウム１
　　　　　　今までの関学におけるボランティア
11：30　シンポジウム２
　　　　　　これからの支援室と関学におけるボランティア
12：20　閉会挨拶
　　　　　　関　嘉寛（ヒューマン・サービス支援室長）
12：30　閉会

４．ヒューマン・サービス支援室開設記念イベント
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シンポジウム１　今までの関学におけるボランティア

シンポジウム２　これからの支援室と関学におけるボランティア

　阪神・淡路大震災を契機として発足した学生、教職員のボランティア組織であるヒューマンサービ

スセンター（HSC）の20年間に渡る活動を振り返りながら、これからの関学におけるボランティア活

動やその支援のあり方について考えます。

登壇者紹介（所属などは当時）
　岡本　仁宏さん　　元HSC運営委員/法学部教授

　中南　臣吾さん　　1995年度HSC初代学生代表/日本オラクル株式会社

　　　　　　　　　　プリンシパルコンサルタント　　

　大田　詠子さん　　2005年度HSC学生副代表/関西学院職員　　　

　竹本　和軌さん　　2015年度HSC学生代表/文学部４回生

　ヒューマン・サービス支援室の方針と体制を紹介しながら、ボランティアセンターとしての活動に

ついて考えていきます。特に学生コーディネーターの可能性と課題について話を深めます。

登壇者紹介（所属などは当時）
　筒井のり子さん　　龍谷大学ボランティア・NPO活動センター 

　　　　　　　　　　副センター長/龍谷大学 社会学部教授

　成安　有希　　　　ヒューマン・サービス支援室

　　　　　　　　　　ボランティアコーディネーター　 

　後藤実紗子さん　　2016年度 HSCコーディネーター部門代表/文学部３回生
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■ 中南　1995年１月17日５時46分、震度７の大
地震で避難者の数は31万人を超えたそうです。
宝塚の市民より多いですね（現在の宝塚市人口約
23万人）。これだけの人が神戸・西宮を中心に家
を出て避難所に行ったという未曾有の大災害だっ
たんです。木造の家が多く、家と家が寄りかかる
ような形で潰れていました。
　そんな中、学生が自発的に学校に集まってき
てボランティアをするという動きがありました。
1995年１月21日に関西学院大学内にある宗教セ
ンターに場所をつくり始めて、25日には物資を
取り扱う物資センター（以下、物セン）をつくり
ました。当初から学生のリーダーシップをもとに
進めていって、どんどん大きくなっていきました。
ボランティアをやりたいという登録者の数は、２
月３日時点で1,000名を超えた。最終的には2,500
名を超えたという記録が残っています。
　ボランティアセンターはボランティアをやりた
いという学生の登録と管理をやっていました。そ
して、避難所へニーズを聞きに行って、そのニー
ズに合う学生をマッチングするというコーディ
ネートをやっていました。もう一つは、関学宛に
届いた物資の仕分けと避難所間の物資のトレード
のための情報収集、コーディネートをやっていま
した。当時、避難所にはたくさんの方々がいて、
市役所には全国から山ほど物資が届くんですね。
でも時々刻々とニーズが変わる。例えば、A避難
所では布団が余っているけれど、隣のＢ避難所で
は布団が足りないとか。パンが大量にＢ避難所に
来たけれど、賞味期限がきょうまでとか。そこの
避難所だけではどうしても解決できないというと
きに先輩が思いついたのが、避難所の物資をト
レードするコーディネートでした。当時はファッ
クスで朝・昼・夕方の３便ぐらい各避難所とやり
とりして、余っている物と足りない物の情報をい
ただいていました。その中で交換可能な物資を物
セン側でピックアップして、物資を避難所間でト

レードしていました。私、たまたまその当時車（シ
ビック）を持っていたので、小学校で余っている
布団や座布団をサスペンションが沈むぐらいぎゅ
うぎゅうに詰め込んで段上小学校に持っていった
ということがありました。
　西宮市では徐々に３月頃から避難所が落ちつい
てくるんですね。その中で、ヒューマンサービス
センターは学生が議論に入りながらも大学主導で
つくられていきます。そして、宗教センターの２
階に事務所を構えることができました。電話を設
置していただき、活動予算もいただくという非常
に恵まれた組織となりました。

シンポジウム「今までの関学におけるボランティア」 １

阪神大震災から４日、動き出した関学生

次第に外部依頼がくるように

　４月からはまず友達の友達を集めるところから
スタートしました。震災直後ボランティアをやっ
ていた学生に「友達をボランティアに誘ってほし
い」と言うと、案外集まった。ビラをつくって新
入生に配ったりもしてちょっとだけ新しい人もふ
えまして、そこから、さらに友達を誘ってもらっ
てということで、だんだんと人が集まってきた。
学童保育のボランティアは当初からやってまし
て、複数の学童保育所にお手伝いに行っていたん
ですが、これは非常に当初から大人気でした。やっ
ぱり子ども好きの女子が多いんですね。あと、１
つ思い出深いのが、関学でボランティアセンター
をやっているのを知った関学のOGの方から連絡
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があり、子どもが肢体不自由児なのでリハビリを
手伝ってほしいという話をいただきまして、お手
伝いに行くようになりました。これは一部のコア
メンバーがすごく熱心に活動していました。この
頃から震災に関係ない活動もちょっとずつできて
きたという実感があり、今思い返しても非常に思
い出深いものです。

車のガソリンが抜き取られないように夜警して回
る、そういうことも含めて本当にあらゆることを
学生たちがやっていました。その中で避難してい
る子どもたちがやることがなく寂しそうだったの
で、子ども遊びを一緒にできないかといって始
まったのが「ひまわり」の前身でした。もう１つ
が、それらの避難所に向かう救援物資の調整と再
配分です。一つの部屋がコンビニの倉庫みたいに
なっていて、毎日ファックスを受けて過不足調整
をしていました。
　それでは、それから10年後に何があったかを
お願いします。

社会に出て気づく、学生ボランティアの魅力

　20年前と比べて大きな変化がありつつも、学
生がボランティアをすることの意義は変わらない
と私は思います。社会人になってみて思うのは、
学生のときは時間がある、そして仲間がたくさん
います。また、ボランティアをすることによって
社会とつながることもできると思います。毎日授
業を受けて、サークルに行って、カラオケへ行っ
て帰るというのもいいんですが、ボランティアを
やってみると、ボランティアに行った先でまた新
しい出会いがあったりするわけです。社会とつな
がることができるのは非常に大きな意義があると
思います。そこでインスタ向けの写真をたくさん
撮ればいいと思います。プライバシーに配慮しつ
つ、たくさん撮ってアップして、楽しいことをやっ
てますよとアピールしたらいいと思います。と言
うのも、楽しくないと続かないと思うんですね。
自分が楽しいと思わないと、仕事でも何でもない
のでやめてしまうんです。これからも学生が楽し
みながらボランティアがやれるような組織になっ
ていってほしいなと思います。

■ 岡本　ありがとうございました。当時からいろ
いろ問題があったことも、すごい活動をやってき
たということもよくわかったんじゃないかなと思
います。救援ボランティア委員会の機能は２つ。
１つは、コーディネーションです。昼夜３交代
制で８時間ずつ学生が近隣の避難所10数カ所に
ずっと張りついてボランティアをやってました。
初めはトイレを掘る、避難してるたくさんの自動

95 年、10 歳の私が見た世界

■ 大田　ちょうど10年前、中南さんと同じように
迷いながら活動していたことを思いだしました。
自己紹介を兼ねて、95年当時私が何をしていた
かということからお話をしたいと思います。
　95年、私は10歳の小学生でした。神戸に住ん
でおりましたので、自宅のマンションの隣にあっ
た祖父母の築50年ぐらいの木造家屋が全壊して、
急に祖父母と一緒に住むことになりました。それ
をきっかけに祖父はだんだんと認知症が進んで
いって、祖母と母がそれを支えるという生活をし
ておりました。
　１月は授業がなく２月になって小学校が再開さ
れました。しかし最初は給食もなく、牛乳とソー
セージだけ配られるというような感じでした。小
学校は避難所になっていたので被災者の方々もた
くさんおられました。避難所は広いスペースに椅
子がないので、床に座ってる方が多いんですね。
床は背もたれがないので、みんなごろごろ寝てる
んです。なので、子どもだった私にとっては、避
難をしている人は、なぜかいつもごろごろしてい
る大人たちという認識でした。その方々の生活を
支えるために全国各地からボランティアの方々が
来てくださってたんですけど、ボランティアの
人たちはみんなひげも髪ももじゃもじゃ、何か
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ちょっと薄汚れている。自分も薄汚れているんで
すけども、何だかちょっと怖い存在でした。
　全国各地からいろんな支援物資が寄せられてる
んですけども、ミスマッチもたくさんある状態で
した。使い古した鉛筆が寄せられてきて配られる。
みんなでそれを仕分けて捨てるという、本当にそ
れが現実だったと思います。あと、震災後３カ月
ガスが使えなかったんですけども、そこで一生分
のカップラーメンを食べたので、もう食べたくな
いという感じでした。

ことに疑問を持ったので、文学部文化歴史学科に
入学しました。ただ、国公立大学を目指してたの
で不本意入学で、居場所探しに春学期を費やした
という感じでした。

ボランティアに懐疑的だった私

　生活自体はだんだん落ちついて過ごしていたん
ですけれども、家庭ではやはり介護が必要な祖父
母がいるので、家は安らぐ場所というよりも、仕
事の場という感じで介護を手伝っていました。当
時ちょうど介護支援の動きが活発になってきたこ
ろだったので、いろんなボランティアの方が来て
くださったり、行政の支援があったりもしたんで
すけれども、最初なのでみんな手探りで、やるこ
とは結構とんちんかんだったので、大学に入学し
たころはかなり「ボランティア」というものに懐
疑的な学生だったと思います。
　高校生のころにアメリカで同時多発テロがあっ
て、それにすごくショックを受けたこともあって、
自分がどういう歴史の中に生きているのかという

ヒューマンサービスセンターとの出会い

　私が入学した2003年は、関学生が広島で折り
鶴に放火をするという事件がありました。関西学
院はボランティアとして何かしないのかという大
きな動きがあって、再度折り鶴を届けようとなり、
課外活動団体が鶴を折ったり、地域の方が関学に
折り鶴を送ってくださったり、段ボール何百箱の
折り鶴が関学に寄せられました。それをつなぐと
いうボランティアがヒューマンサービスセンター
を中心に立ち上がりました。私は、そのころ自分
の居場所を宗教センターに見つけていて、たまた
ま折り鶴が集約されていたのが宗教センターだっ
たということもあって、安易に手作業ができて、
手を動かしながら平和って何やろねとディスカッ
ションをしたり、物思いにふけったり、そんなこ
とができる絶好の場所としてヒューマンサービス
センターと出会ったということがあります。
　2004年から正式にヒューマンサービスセン
ターのコーディネート部門に入りました。これは
本当にメンバーに引かれて入りました。コーディ
ネーターとして受けた最初の依頼は小林の一般市
民の方からのお電話でした。父が急に亡くなって
母が１人になってしまった、母がとても悲しみを
受けとめきれない、学生さんに話し相手になって
くれないかという依頼でした。そのころのセン
ターは個人からの依頼はお断りをしていたので、
専門の知識もないのでと丁重にお断りしたんです
けれども、人の話を聞くという専門性がないと、
なんの役にも立てないんではないかという挫折感
を最初の依頼で感じました。
　そのころのメンバーは社会福祉を専攻している
学生がとても多かったんですね。そういう学生は、
自閉症の子どもたちとのかかわり方とか、障害者
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の方の介護の知識とかを先生方からアドバイスを
得ながら、自分も現場を持って活動しているとい
う感じで、ちゃんと自分の核があるという学生が
多かったように思います。私は特にそういうのが
なかったので、フィールド探しをしながら２年間
を送り、結果的にセンターの運営に積極的にかか
わるようになりました。また、自分が被災者であっ
たことから、そのころに起こった新潟の災害や淡
路島の豪雨災害にも積極的にかかわりました。
　2005年にはセンターが10年目を迎えていたの
で、10年史の編集と白いリボン運動が活動のメ
インでした。同時にいろんなとこから日々ボラン
ティア募集の情報が寄せられてくるけども、それ
をどんなふうに効果的に学生に流していったらい
いのかを悶々としておりました。誰に責任を置い
て、誰がやるのかということを考えるんですけど
も、そうなるとただの仕事になって、押しつけと
いう側面もでてきてしまって。人に頼みにくい雑
務もあって、悩んでいた時期もありました。ボラ
ンティア情報の発信も、その手ごたえをどうメン
バーと共有したらいいのかと悩みながら活動して
いたように思います。
　白いリボン運動は毎年１月、２月にやろうと岡
本先生が当時提唱されたものです。95年はボラ
ンティア元年ということで、震災を思い起こしな
がら、祈念、感謝、創生、ふだんから支え合う社
会をということを標語にしました。この運動は
ヒューマンサービスセンターだけが担うものでは
なくて、地域にある中間支援組織を中心に組織さ
れ、２年活動を行うことができました。

たちが自分のことを自分らしく表現できるように
と活動していました。ここでやっとボランティア
に打ち込むことができたと思います。この年に
10年史も完成しました。

■ 岡本　学生は常に悩みながら、実は教員も悩み
ながら、ああだこうだと言い合い、いろんなプロ
ジェクトをつくっていました。うまくいったもの
もあるし、失敗したものもある。ある程度続いて、
それがミッションを終えてなくなっていくことも
あります。「学童保育ひまわり」はずっと続いて
るプロジェクトです。東日本大震災でも、震災後
にやり始めた学生の活動で長く続いているのは子
どもの活動支援が多いですね。
　阪神・淡路大震災のときに地域で立ち上がった
ボランティア活動は、いろんな形で今も残ってい
ます。例えば、コミュニティ基金をつくろうと動
いたところも残ってるし、地域の団体で残ってる
ところもあります。ヒューマンサービスセンター
は、学生の日常的なボランティアを支援する大学
のボランティアセンターという形で残りました。

学外に見つけた「自分のフィールド」

　2006年に私はようやく自分のフィールドに出
会いました。ヒューマンサービスセンターを飛び
出して、神戸の長田にある「たかとりコミュニティ
センター」というＮＰＯで、在日外国人の子ども
たちが自分たちを表現するビデオ作品づくりをサ
ポートしたり、ラジオ番組をつくったり、子ども

2011. ３. 11  無力感を覚えた高校時代

■ 竹本　私の場合は1994年３月生まれですので、
震災当時は１歳にも満たない赤ん坊で、全く覚え
てないですし、東大阪市に住んでいたんですけれ
ども、両親が慌てて起きて、こたつの下に僕を突っ
込んだという話を聞いてるくらいです。どちらか
というと東日本大震災が自分の中ではショッキン
グで記憶にすごく残ってる震災です。当時高校生
だったんですけれども、すごくショックであると
同時に、高校生でしたので、何もできない無力感
を感じたことを覚えています。
　2015年度は、ヒューマンサービスセンターに
３部門ありました。先ほど話があったコーディ
ネート部門と学童保育のひまわり部門、あと
2009年の佐用町の水害支援をやっているチャコ
ネット部門です。私の代ではセンターが20年目
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を迎えていたので20年史をつくることと、2016
年度に立ち上がるヒューマン・サービス支援室と
どう調整をするかを大学側と話すことが主な役割
でした。

えをしたり結構つついたりしていて、ちょっと煙
たがられてた節もあったんですけれども、それぐ
らいがちょうどいいと言いますか、違うことは違
うと伝える方がいいと思います。そのときに絶対
忘れてほしくないのは、自分たちの都合を優先す
るんじゃなくて、ボランティアの相手のことを考
えることです。どういうことが必要とされてい
て、それに対して自分は何ができるのかというこ
とを考えて自分たちの活動を少しずつでも改善し
ていってほしいなと思います。

組織＝活動じゃない！

　新たに立ち上がるヒューマン・サービス支援室
との折り合いをどうするのか。コーディネート部
門がそのまま残れば、大学のコーディネート組織
と２つかぶることになるので、合わせてしまうの
か。そうした場合、ヒューマンサービスセンター
の中からコーディネート部門だけが抜けてヒュー
マン・サービス支援室と一緒になるのか、それと
もヒューマンサービスセンターを終わりにして、
各部門が独立してやっていくのか。いろんな議論
が行われていました。このような議論がされてい
るときに私が一番意識していたのは、組織の話と
活動は別物だということです。組織の問題がある
からと言って、活動の質を落としたくない。それ
をメンバーに発信することをすごく意識していま
した。ヒューマンサービスセンターの学生は非常
にまじめで、おとなしい学生が多いという印象
だったので、問題に直面したときにしゅんとなっ
てしまうことを避けるために「難しい問題は３回
生で対応するし、その状況はみんなにも説明する
ので、活動は一生懸命頑張っていこうね」という
ことをしきりに言ってました。

ひるまず思いを伝える大切さ

　後輩のみんなに対して思うのは、中南さんの代
のときのように次々活動がわき出てくるように
なっていけばいいなと思います。今、皆さんがし
ている活動の多くは先輩がやってきた活動で、そ
れを引き継いで実施していると思うんですが、そ
の中でもどこか不十分な点や改善点を見つけなが
らどんどん変えていってほしいなと思います。素
直でいい学生が多いですが、私自身は先輩に口答

次世代に向けてメッセージ

■ 岡本　次の新しい出発に当たって、経験した上
で今後の活動について伝えていきたいことを一人
ずつ話してもらいたいと思います。

■ 中南　学生さんにぜひともお願いしたいのは、
「楽しんでほしい」ということと、ルーティンワー

クに終始しないでほしいというところです。仕事
じゃないんで、楽しむと同時に何か新たなことに
もチャレンジして、自分のフィールドを広げて
いったり、そういうことを通じてボランティアを
やってよかったなと数年後に思えるようなこと
を、ぜひともチャレンジしてもらいたいなと思い
ます。
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■ 大田　私は、うんと勉強をしてほしいと思いま
す。やるべきことは、勉強するとどんどん出てく
るので、そのおもしろさを知っていただきたいで
すし、何事もおもしろがってやったら成長すると
思うので、ぜひたくさん勉強してください。

■ 竹本　私は自分から発信していく力、一緒にや
ろうよとモチベーションの低い学生に対しても働
きかけをして活動の輪を広げていってほしいと思
います。つまり発信力、人間力を高めていってほ
しいです。授業の単位も大事ですが、それ以外の
勉強ももちろん大事。私自身、就職活動を終えた
ところですけども、これまでやったことがすごく
生きたなという場面がたくさんありました。周り
に発信する力をつけながら、頑張ってください。

■ 岡本　ありがとうございました。阪神・淡路大
震災で約7,000人の方が亡くなられて、西宮市で
は1,000人ぐらいの方が亡くなられたんです。私
自身も西宮市で1,000人の方が亡くなったのに、
自分の生活がその前と後で変わらなくていいのか
と思いました。そのとき、わっと沸いたようにボ
ランティア組織ができたけど、こういう緊急にで
きたものを何とか私たちの生活そのものを、また
大学や社会のあり方を変えるような、そういう日
常的な活動が継続できるような組織にしたいとい
う想いで、その年にヒューマンサービスセンター
をつくりました。大学ボラセンで大事なことの１
つは、学生は手足ではないということ。ボランティ
アはこんな楽しいし、意味があるから一緒にやろ
うよというのが大学のボランティアセンターの役
割であると思います。教員や大学組織は、学生に
ボランティアを「させる」、のではなく、率先し
て自分たちの社会貢献の一翼として学生の活動を
位置づけるべきです。学生は、「偉い」人が考え
た事業のための手足ではない。そうじゃなくて、
学生の皆さん方がどんな活動を自分たちでつくり
上げるのか、今の社会で、普通のマーケットでは
うまく回らない仕事、役所が回らない仕事を、ど

うやったら創造的に自分の頭で考えてつくり出し
ていけるのかを、教員や大学とあるときは協力し
ながら、あるときは戦いながら、つくり上げてい
く活動をぜひやっていっていただきたいなと思っ
ています。
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■ 成安　シンポジウム２は、まず、筒井先生に龍
谷大学の事例をお話しいただき、その後、支援室
で抱えてる課題や、これからどのように支援室を
機能させていくかについて私と後藤のほうから、
それぞれの立場で筒井先生に質問させていただこ
うかと考えております。では、早速ではあります
が、筒井先生に龍谷大学の事例についてお話いた
だければと思います。よろしくお願いします。

になってからもう一回構想ができて、私も2000
年から関わるようになり、2001年４月に正式に
発足しました。なので、当初から大学の組織とし
て生まれたのですが、そのきっかけはまさにボラ
ンタリーな教職員が集ってこういうのをつくりた
いとか、なぜ大学にボランティアセンターが必要
なのかみたいなことも話し合い、大学に提案して
きたという経緯があります。
　先ほど田淵先生がおっしゃったように、いいか
げんさ、曖昧さを担保できる組織構造をいかにつ
くるかというところが大学のボランティアセン
ターの鍵だと私は思っていて、集まった先生方も
その辺の感覚がすごくあったんですね。なので、
センターを最初つくるときに、自由に意思決定で
きる部署に位置づけようと話しあったのを覚えて
います。
　最初は深草キャンパスからスタートしました。
しかし、メールマガジンへの登録者は、実際ふた
をあけてみたら実は一番多いのは瀬田キャンパス
にある社会学部でした。そこで学生たちから瀬田
キャンパスにボランティアセンターが欲しいと
いう声があって、独自に取り組みを始めました。
2002年、2003年ごろは私の研究室がアジトのよ
うな感じで、学生たちが集まっていろいろやって
ました。私はそんなに面倒見がいいほうではない
ので、要所、要所コメントしますけど、あとは自
分たちでやっていました。場所も何もないので、
生協食堂前でブースをつくって呼びかけたり、実
際に滋賀県内のいろんなＮＰＯの方たちに自分た
ちで会いに行って交渉して、昼休みに来てもらっ
て、青空の下でボランティア説明会を開いたりし
ました。当時瀬田キャンパスは学生数も少なく活
気がありませんでした。授業が終わったら人通り
も少なく本当に暗い感じで。そこで、自分たちで
ボランティアセンターをつくることによって瀬田
キャンパスを盛り上げようということも意図して
いたようです。センターを開設するためには、大
学を説得しないといけない。そこで、説得するた
めに600人ぐらいへアンケートを学生が独自にや

シンポジウム「これからの支援室と関学におけるボランティア」２

龍谷大学におけるボランティアセンター

■ 筒井　龍谷大学ボランティア・ＮＰＯ活動セン
ター（以下、龍大ボラセン）は2001年にできま
した。龍谷大学は３つキャンパスがありまして、
２つが京都市内、１つが滋賀県大津市です。京都
にある２つは、大宮キャンパスという西本願寺の
横にある小さいキャンパスと深草キャンパスで
す。しばらく後に瀬田キャンパスができました。
　現在、深草と瀬田にボランティアコーディネー
ターがフルタイムで２名ずついます。加えてアル
バイトが１名ずつ。学生スタッフ（関学の場合の
学生コーディネーター）が、２キャンパス合わせ
ますと、今年は146人います。毎年100人ぐらい
ですが、今年は１年生がすごいたくさんふえて、
深草だけで93人います。
　コーディネートは基本全員が行います。プラス、
新企画を考えます。きのうも夜６時から全体委員
会があって、学生からの新企画がいっぱい出てき
ました。このように学生スタッフは、自分たちの
イベントも企画するし、全員がボランティアコー
ディネートにも携わっています。
　私は1999年から龍谷大学に移りました。実は
それ以前から、ボランティアセンター設立企画案
があったようです。関学にヒューマンサービスセ
ンターができたらしいとか、神戸大学は学生ス
タッフを巻き込んでボランティアセンターをつ
くったとか、そういう大学があるのに我が大学は
どうなんだみたいな話があって。準備委員会もで
きたけど、そのままになっていて、改めて99年
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りました。あとは開設するに当たって、まずはボ
ランティア情報がないと始まらないので、地域の
いろんな情報を自分たちで集めました。それから
コーディネートの勉強ですね。そんなことをして、
2003年６月からコーディネート活動を毎週火曜
日、まだ拠点もない中で屋外に机を出してやり始
め、10月にようやく場所が確保されました。こ
ういう流れで瀬田キャンパスにもボランティアセ
ンターができました。

　この状況を打破するためには、「物事を決める
ときに一緒の場にいるしかない」という話になっ
て、会議体を改革していきました。もともと「セ
ンター委員会」というのがあって、ここは完全に
教職員中心で年４回ぐらいの会議を行っていたん
ですが、その他は学生スタッフ会議だけだったん
ですね。両者が一緒に話し合い、意思決定する場
がなかったのです。そこで、新たに通称「ボラセ
ン会議」を作りました。この会議はセンター長と
副センター長、事務課長、コーディネーター、学
生スタッフ全員が入ります。学生スタッフ100名
全員は無理ですが、だいたい50人ぐらいは参加
しています。そこで、職員側も学生側もそれぞれ
が企画案を出し、みんなで話し合い、決めます。
　もう一つ、「センター委員会」に学生が出られ
るようにしました。規定上正式な委員にはなれま
せんが、オブザーバーで瀬田と深草の学生代表２
人が出られるようにしました。毎年第１回目の会
議のときにそれを認めていただくようにしていま
す。学生は先生たちがずらっと並んでいるのでむ
ちゃくちゃ緊張するようですが、だんだん説明も
上手になってきますね。あとは、学生スタッフと
コーディネーターで毎週会議をしたり、「スタッ
フ会議」はコーディネーターと事務課長にセン
ター長が入って会議しています。どこかで決まっ
たことを一方的に知らされるのではなくて一緒に
決めようと、崩壊しそうなときに体制を変えまし
た。

学生と専従コーディネーターの危機

　ここからはセンターの運営や学生スタッフと専
従コーディネーターとのかかわりの中での、２つ
の「危機」についてお話ししたいと思います。
　１つは、開設から５年ほどたった2006年ぐら
いだったと思いますが、学生スタッフとコーディ
ネーターの関係が、あるいは学生スタッフと教員
たちの関係がめちゃくちゃ悪くなったときがあっ
たんですね。何を言っても、「上から言われてる、
押しつけられてる、管理だ」と学生たちは反発す
る。一方、コーディネーターから見ると、余りに
もずさんなお金の使い方とか、こんな企画の水準
でいいのかということがあって、任せておけない。
両方に話を聞くとどちらも間違ってないんです。
任意の一サークルではなく、学生が払っている授
業料を使って活動しているので、いいかげんなお
金の使い方ではいけない。一方、学生たちの話を
聞くと、そのときのコーディネーターは元中学校
の先生で、どうしても「指導」という言葉が出て
しまうタイプだったんです。「育てなきゃ」とい
うのが強く出てしまっていたのですね。この時、
私は副センター長だったのですが、当時のセン
ター長と一緒にコーディネーターや学生代表に丹
念に聞き取りをしました。

「意思決定」方法の改革へ

「ピンチをチャンスに」変えた学生達

　もう一つは危機というほどではないのですが、
実は深草キャンパスのボランティアセンターが以
前は学生の動線にあってとてもいい場所だったん
ですね。授業が終わった帰り道に、ふらっと立ち
寄れるところ。だから、そんなに興味がない学生
も来たりもしていました。ところが、その建物が
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建てかえられることになって出ないといけなく
なってしまった。移った場所がこともあろうに、
道を隔てた建物で一般学生が通常行かないような
場所、しかも正面じゃなくて奥まったところに
なってしまって、全然学生が来なくなっちゃった
んですね。そんな時、やっぱり学生ってすごいな
と思ったのが、コーディネーターから出た「ピン
チをチャンスに」という言葉を合言葉にして、「出
張ボラセン」という企画をかなり一生懸命にやり
ました。あとは「アタックボラセン」という取り
組みで、パネルにいっぱい写真をつけてどんなボ
ランティアがやりたいですかというのを、関学で
言えば中央芝生でくつろいでいる人のところに直
接話しかけていく企画。これはボラセンに来てほ
しいという思いはもちろんですが、もう一つは、
自分たちはいろいろ考えて企画するが、今ひとつ
参加者が少ない。どうも自分たちが考える企画と
一般学生のニーズが合ってないんじゃないかとい
うことで、実際に聞いてみようとなりました。１
日に200人ぐらいずつ１週間やって、1,000人ぐら
いの一般学生にアタックしました。その結果、セ
ンターに来る学生は半年ぐらい落ち込んだんです
けど、その後たくさんの一般学生が来てくれまし
た。
　もう一つ、置き傘を活用するというユニークな
企画がありました。急に雨が降ったときに、傘を
買わないといけなくなりますよね。一方で、置
きっぱなしの傘が山ほど学生部にあったので、そ
れを借りてきて、「急に雨が降ってきて困ってる
方はボランティアセンターに来てください。そこ
で傘を貸します」としたんです。傘を借りに来た
学生がそれをきっかけにチラシを見て活動に興味
をもって参加する例もありました。こういうのは
学生ならではの発想だなと思いました。

■ 成安　おもしろいですね。龍谷大学の今の事例
を聞いていて、私もすごくわくわくしました。私
のような専従コーディネーターでは思いつかない
学生コーディネーターならではの企画や一般学生

に対して身近な存在でいられるのが学生コーディ
ネーターの強みだと私も感じているんですけれど
も、こういう企画や発想を引き出すために、専従
コーディネーターや学校側が意識してることはあ
るんですか。

企画や発想を引きだす工夫

■ 筒井　多分、専従コーディネーターは優しいと
きと、むちゃくちゃ怖いときもあるんじゃないか
と思います。私は教員なので、前へ出過ぎるとそ
のつもりではなくてもどうしても教員と学生に
なっちゃう。よっぽど悩んでいるときは私も個別
にリーダーの悩みを聞いたりしますが、それ以外
はコーディネーターに任せる。コーディネーター
は「先生」ではないので、ある意味でうまく学生
を追い詰めます。「君がやりたかったことは、こ
んな程度でいいの？」とか。学生はスイッチが入
ると、あとは放っといてもがんがんやる。ただ、
１回ちょっと背中を押すとか、もうちょっと考え
てみないといけないんじゃないかとか声掛けをす
る。その辺は、一般の地域のボランティアセン
ターのコーディネーターとちょっと違うところか
なと思ったりしています。コーディネーターは教
員じゃないんだけど、やっぱり少し教育的なこと
をしてると思うんですよね。
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■ 成安　学生の中にみんなを引っ張っていくよう
な存在がいたり、みんなでやろうみたいな雰囲気
がすごくある中で先ほど出たような企画をやられ
たんですかね。

■ 筒井　学年によりますよね。すごいリーダー
シップがある人がいてくれるときもあれば、そう
ではないときもある。このアタックボラセンは
リーダーシップのあるリーダーが、私がどうして
もやりたいプランですというのでやった例です。
そういうタイプじゃないんだけど、いわゆる受容
型の学生がリーダーのときは、それまで意見を出
さなかった１回生がいろいろ出すようになった
り、そういう意味では、学生のタイプを見ながら
という感じなのかなと思いますね。

■ 成安　今、実際に学生代表されてる後藤さんが
いろいろとやっている中での課題を感じてると思
うんですけど、その点はどうですか。

れに応じてワークを入れたり、ディスカッション
のテーマを考えたりということやってます。その
時々のテーマを見ると、その時の学生スタッフの
悩みがそのタイトルにあらわれるんです。やっぱ
り一泊二日泊まってじっくり話すことは、日々の
ミーティングだけでは得られないものがあると思
うので、それは１つ大きいのかなという気はして
います。

龍大ボラセンの熱量の秘訣

■ 後藤　龍谷大の学生さんは、一人一人の熱量が
物すごくあるんだなということを今お話を聞いて
てすごく感じました。もちろん多少の温度差はあ
るかもしれないですが、これだけの大人数で同じ
熱量を共有するために、ボランティアセンターで
一貫したテーマや目標は具体的にあったりするん
でしょうか。

■ 筒井　熱量はもちろん全然違いますし、多分龍
大のリーダーも後藤さんと同じように悩んでいる
と思います。私たちは年２回合宿をやっていま
す。瀬田キャンパスと深草キャンパス、両方のス
タッフ百何十人が集まって、オリエンテーション
合宿を一泊二日でやる。その他にキャンパスごと
に、春、夏２回泊まりで合宿をやってますね。そ
れは毎回自分たちで、もう一回ボラセンの原点を
見つめ直そうとかテーマを決めてやるんです。そ

コーディネータースキル継承の工夫

■ 後藤　あと、今、課題として、スキルの継承が
あるかなと私自身感じています。学年が上がるに
つれて経験がふえるのは当然のことだと思うんで
すけれども、余りにもそのときの代のコーディ
ネートの質が落ちたり、変動がありすぎると、訪
問者の方が不満を感じるのではないかと思うんで
すけど、学生のスキルの継承という点で何かされ
てることはありますか。

■ 筒井　コーディネートに関しては、結構トレー
ニングを自分たちでやってますね。合宿の内容
は、オリエンテーション合宿も全部学生が決めま
す。もちろんコーディネーターがアドバイスをし
ながらだけれども。それを毎回見ていると、「コー
ディネーションスキルを上げよう」みたいなコマ
があって、２時間ぐらいかけてやってるみたいで
す。あと企画に関しては、企画書をしっかり書こ
うということにしています。すごく思いがあって
問題意識もしっかりしてるんだけれども、その思
いが文章ではあらわせていないということもあり
ます。その辺が多分スキルですね。あるいは、い
まいち問題意識も不明確という場合もある。それ
も慣れだと思うので、コーディネーターに相談に
乗ってもらったり、先輩たちに相談に乗っても
らったりしていくといいですかね。企画書も年々
残っていくので、それも多少参考にしながら、しっ
かり落とし込んでみるのがいいかもしれないです
ね。
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■ 成安　合宿で使うトレーニングとかも、内容と
かは継承される風習があるんですか。

■ 筒井　基本の企画は学生たちがするので、もち
ろん新しくしたりもするんですが、合宿を企画す
るチームがいろいろ工夫しています。私は学生ス
タッフが学外に出ていくのも大事だと思っている
ので、例えば、京都のユースビジョンがやってる
大学ボランティアセンターフォーラムとか、学生
リーダーが集まるような研修とかに行って、他大
学の情報を聞いてきて取り入れたりしているよう
です。ある時、オリエンテーション合宿に行った
ら、面白いワークをやっているので、学生にどこ
で知ったのと聞いたら、学外の研修で受けたワー
クをアレンジしたと言っていました。他大学の人
たちとの交流の場に出かけていくのがすごい大事
なんだなと実感しました。

■ 筒井　龍大らしさね。大学の機関ではあるんだ
けれども、学生が自由に発想していけることです
かね。あとはどこの大学もそうかもしれないです
が、最近は大学の身近な地域とのつながりで企画
がたくさん生まれてきていますね。龍大生はどち
らかというとおとなしいので、地域の方にしたら
物足りない部分もあるとは思うのですが、逆に、
じっくり中に入らせてもらって１年、２年、３年
と関係をつくって、今は地域の自治会の方やＮＰ
Ｏの方ももちろん、商工会やいろんな方たちと一
緒に地域の企画をするような感じになってきてい
ます。この辺は龍大だけじゃなくて最近の傾向か
もしれませんけれども、地域にじわっと入ってい
くのが龍大らしい感じはしますね。

「らしさ」の醸成

■ 成安　先ほどシンポジウム１で竹本さんが、
ヒューマンサービスセンターの学生たちはすごく
まじめでいい子たちですと言っていましたが、私
もそれはすごく感じているところがあって。でも、
何がしたいとか、私とのコミュニケーションだっ
たりとか、そういうところをもっとちゃんととっ
ていかないといけないなと思っています。トレー
ニングでも、こういうところを強めたいとか、合
宿で何がしたいということを一緒に決めていけた
らいいなと今の話を伺いながら思いました。
　また私が伺いたいのが、これは岡本先生にもぜ
ひ伺いたいなと思ってるんですけど、ヒューマン・
サービス支援室という形になって、関学らしいボ
ランティアセンターであったり、関学らしいコー
ディネートをどう学生ＣＯから引き出して、今の
支援室として押していくかというところを考えて
まして。センターのここが龍谷大らしさで、こう
いうところを押してますというところがあった
ら、ぜひ教えていただきたいです。

■ 成安　今の支援室もまだ始まったばかりで、解
決していかないといけない課題もいろいろあるん
ですが、そんなときも、先ほどあった「ピンチを
チャンスに」じゃないですけど、悪いところばか
り見るんじゃなくて、それをいいように変えられ
るように、むしろそこが「らしさ」になっていく
といいなと思いました。龍谷大の学生がじっくり
地域に入ることを「らしさ」と捉えるように、関
学でもそういう「らしさ」を引き出していけたら
いいなと思います。
　ちょっと視点は変わるんですけれども、一般学
生にとってボランティアはすごいことという認識
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で、生活の一部じゃないですけど、そこにあるか
らやってみるという形じゃないなと感じていま
す。一歩踏み出すのにすごくハードルが高いもの
になっている感じがしていて、支援室ができたこ
とも学内で余り知られてないので、来室者もまだ
少なくて。もっと支援室が学生にとって気軽に来
れる場所になったらいいなと思っているんです
が、みんなの中でボランティアをすることが普通
のものになっていくために、支援室はどんなこと
ができるのかと考えていて。何か支援室でこうい
うことをやったらいいんじゃないかということは
ありますか。

は、ボランティア活動って誰かに言われてやるも
ので、自分からいろんな活動を選んでいいと思い
ませんでしたとか。それに愕然としました。小・
中・高で受けてきた福祉教育やボランティア学習
を混乱した形で受けてきていたんですね。ボラン
ティアは掃除をさせられるとか、とにかく人を集
めりゃいいとか。ボランティアはそういうもので
はない、それを正しく伝えられるかが大事だと思
います。

ボランティアを「身近に」するには？

■ 筒井　やっぱり学生のニーズやその感覚がわか
るのは学生コーディネーターなので、学生コー
ディネーターからアイディアをどれだけ出しても
らえるか、が１つ。いろんな企画やイベントもや
るんだけれども、基本はやっぱり、より多くの学
生に「ボランティアという生き方」を知ってほし
いと思うので、そこへの工夫は中心にやってほし
いというのは龍大生にも言っています。そこで大
事なのは、ボランティアをする人を単にふやすの
ではなく、ボランティア活動の本当の意味を伝え
ていくことだと思うんです。瀬田キャンパスは社
会学部や福祉学科があるのでボランティア関係の
科目が昔からあったんですが、深草キャンパスは
全体としてボランティアやＮＰＯの科目が余りな
かったんですね。それで、３年前に教養教育科目
としてどの学部学年の学生でも受けられるよう
な「ボランティア・ＮＰＯ入門」というチェーン
レクチャーの科目ができたんです。私はそこでボ
ランティアの基本の話をして受講者に感想を書い
てもらったんですが、３年前に本当にびっくりし
たのが、200人近い受講者のうち１割以上、下手
したら２割近くの学生が、ボランティア活動に自
発的という意味があることを、きょう知って驚き
ましたみたいなことを書いてるんですよ。あるい

自分の言葉で伝えられる物語を

■ 成安　これからヒューマンサービスセンターの
ＣＯ部門から変わって、支援室の学生ＣＯとして
活動していく学生に、最後にメッセージをいただ
けますでしょうか。

■ 筒井　ボランティア活動は個人でもできるし、
サークルでもできるので、自分たちの関心のある
テーマをやっていったらいいと思います。そして、
それを広げていく。さっき言ったように、単に数
をふやすんじゃなくて、ボランティアの本質を伝
えていくこと。これからの社会の中でボランタ
リーな市民の行動はものすごく大きな意味がある
ので、それを伝えていく役割ってすごく大事です。
実際に自分が経験して、実感して、自分の言葉で
伝えられるようにしていく。物語が必要です。自
分の物語として語れること。ボランティア活動っ
てこんなんですよと。いろんなボランティアの経
験を積んで、自分で物語れるようになっていった
らいいと思います。
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　ヒューマン・サービス支援室は関西学院大学内におけるボランティア文化を広げ、

深めることをその設置目的としています。そのために、各種事業を行いますが、そ

の中核にあるのが学生コーディネーターの養成とその活動支援です。

　関西学院大学のボランティアセンターの役割を果たすヒューマン・サービス支援

室は、大学ボランティアセンターとして、学生の、学生による、学生のためのボラ

ンティアコーディネートおよびボランティアの活性化を目指しています。したがっ

て、コーディネートおよびボランティア活性化に関するイベントにおいても、その

企画・実施の中心にあるのが学生であるべきです。支援室は、彼らを組織に取り込

むのではなく、学生 CO の自主的な活動がより創造的になる手助けをすることで、

支援室の目的を達成できると考えています。

　支援室では学生 CO に、学びの場として支援室や学生 CO の活動を活用してほし

いと思っています。自分の思いをメンバーと共有し、時には挫折しながらも、自分

の思いを実現していく喜びを感じられる場にしたいと思っています。そのためには、

学生 CO も自覚と責任を持って活動することが必要となります。まだまだ組織的な

求心力が十分ではない中で、学生 CO として創造的かつ組織的な活動が難しいため、

学生 CO には研修や他大学の学生スタッフとの交流などが必要になります。また、

専従コーディネーターと密にコミュニケーションを取り、自分たちの課題を明確化

し、その解決をみずから考えていく必要があります。

　このような関係と環境を作ることにより、学生 CO とヒューマン・サービス支援

室が協働し、関西学院大学におけるボランティア活動がより一層盛り上がっていく

と考えています。

ヒューマン・サービス支援室における学生 CO の位置づけ
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４月１日

４月２、４日

４月８～ 18 日

４月 16 日

４月 24 日

４月 26 ～ 27 日

６月１～ 10 日

６月 15 ～ 20 日

７月～９月

11 月３～５日

12 月１～ 14 日

12 月 12 ～ 16 日

新入生オリエンテーション （三田、聖和）

新入生オリエンテーション （上ケ原）

仮センター

第１回新入生歓迎会

第２回新入生歓迎会

ボランティア EXPO

授業内スピーチ

出張ボランティアセンター

ボランティアツアー（全９回）

新月祭 「子ども縁日」

授業内スピーチ

ボランティアweek　
　・図書館展示　
　・ホットドリンク会　
　・生協丼回収～あなたの 1杯がだれかを救う～　
　・学内団体交流会　
　・クリーンアップ諾成　
　・竹炭石鹸づくり

活　動　名日　　程

その他、週２回ミーティングを実施

年間活動スケジュール
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2016年度年間目標『～温故知新をこころに　変革～』

　今年度は、新体制に移行するにあたり、大きな変化を伴う。その中で、今までのヒューマ

ンサービスセンターコーディネート部門で培われてきたものを再認識し、より我々自身も成

長し、活動の質を高めるため、今年度の年間目標に、2015年度の年間目標『温故知新をここ

ろに』を引き継ぎながら、更に、新体制にあわせ柔軟に変化していくよう、今年度の年間目

標を『～温故知新をこころに　変革～』とした。

この目標の「温故・知新・変革」の3つの言葉に込めた意味は

１．温故
　20年の実績と活動を振り返り、己を知る。20年間をふまえ、過去の成果を知り、現状に合っ

た形で取り入れていく。また、今までのヒューマンサービスセンター（以下、HSC）で培わ

れてきた部門を超えた人と人との繋がりを更に深めていく。

２．知新（内向き）
　「温故」で述べたものをふまえ、我々自身のボランティアに対する意識をあらたにし、活

動について、また、ボランティアそのものについて見つめ直す。積極的なコーディネート活

動、また、実際にボランティア活動に参加することで、日々のコーディネート力を養い、ボ

ランティア情報についても精査していく。

３．変革（外向き）
　昨年度の反省を引き継ぎ、年間、関学生300人のボランティアコーディネートを目標に設定。

（2014年度コーディネート数291人、2015年度212人）

　訪問者、参加者に、今の生活圏だけに留まらず、広い視野や気づきを提供する場にする。

　また、過去のHSCの認知度の低さを反省し、支援室新設に合わせ、広報にも力を入れる。

2016年度HSCは形を変え、新しいものになる。
　それを転機として、今までの過去20年で積み上げてきたものを大切に継承し、課題であっ

たところは改善していきたい。そして、支援室内でより良く活動していくための土台をこの

一年で作り上げていきたい。

2016 年度の活動方針
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実施期間：４月８日〜 18日（土日除く）
内　　容：銀座通りにブースを出展し、新入生な

どに対してHSCの組織や各部門の活動
紹介などを行なった。

仮登録者数：31名
感　　想：４月の早い時期から新入生にHSCのこ

とを知ってもらえる良い機会になっ
たと思います。

仮センター

実施期間：６月15日〜 20日（土日除く）
内　　容：当時の活動場所であった文学部棟裏に

位置するセンターから、秋学期からの
活動紹介である支援室に出張しボラ
ンティアコーディネートを行なった。

対応者数（のべ）：26名
感　　想：今後の活動場所である支援室で活動を

行えたことは支援室の認知度を向上
出来たことに加え、学生COにとって
良い経験となりました。今後の出張ボ
ラセンでは集客数をより上げていき
たいです。

出張ボランティアセンター

実施期間：４月26日・27日
内　　容：HSCを含める様々な学内ボランティア

団体が揃ってブースを出展し、団体や
活動説明を行なった。

来場者数（のべ）：103名
感　　想：様々なボランティア団体が同じ空間で

活動紹介を行なったことは、ボラン
ティアに興味のある学生にとって非
常に良い機会になったと思います。こ
れが団体に入るきっかけとなってい
れば嬉しいです。

ボランティア EXPO

２．学生コーディネーターの活動
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■　にしのみや聖徳園　
　　７月30日 　
　　　縁日のお手伝い
　　　・マンツーマンでお年寄りの方を誘導
　　　・店の手伝い

■　子どもセンター　さぽさぽ
　　８月３日、27日、９月６日	
　　　学生ボランティアの体験にて参加
　　　・子供たちと遊ぶ
　　　・保護者の方とお話する

■　介護老人保健施設・デイケアセンター
　　陽喜な家
　　８月７日	
　　　夏祭りボランティア
　　　・イベントスタッフ
　　　・利用者との交流

■　日本熊本協会
　　８月11日、28日、９月８日	
　　　保護された熊の飼育の手伝い（大阪・和歌
　　　山）
　　　・飼育小屋等の清掃
　　　・熊への給餌

■　社会福祉法人　阪神福祉事業団
　　ななくさ学園
　　８月27日
　　　・子どもたちの遊び相手、学習支援
　　　・行事補助

■　KOBE足湯隊
　　９月２日	
　　　被災地で行われる足湯ボランティアの体験

活動を通じて貴重な時間を過ごすことができ、ボランティアの
重要性を改めて感じることができた。
実際にボランティアをし、コーディネートなど日々の活動に活
かせる経験を得ることができた。

感想

ボランティアツアー 実施期間：７月～９月　計 10 回　　参加者数（のべ）：33 名
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「つながる」というテーマのもと、ボランティア強化週間として様々なイベントを企画・実施。

準備期間：12月１～ 14日	 宣伝期間、授業前スピーチ、ビラ配り

■　図書館展示
　　ボランティア week の紹介
　　支援室の学生コーディネーターの活動紹介
　　関学公認のボランティア団体の活動紹介

■　ホットドリンク会（全 2 回実施）
　　来室した一般の関学生に温かい飲み物を提供

して、支援室や学生 CO、ボランティア以外に
も学校生活についてなど談話。

■　生協丼回収
　　～あなたの 1 杯がだれかを救う～（全２回実施）
　　１杯 10 円で換金できる生協丼を関学内で呼

びかけ回収する募金活動。

■　学内団体交流会
　　学生 CO と公認団体である上ヶ原ハビタッ

ト、宗教総部の三団体での交流。
　　今後、新企画をするなら何がしたいかなどお

題を決めてグループワーク等を通じて交流を深
めた。

■　クリーンアップ作戦（全２回実施）
　　一般の関学生と一緒に学内の落ち葉拾い清掃
　活動。

■　竹炭石鹸
　　公認団体ほっとコミュミティ　チャコネット
　（元 HSC 部門）の活動の一つである佐用町活性
　化の一環として、名産品である竹炭を使った石
　鹸づくりを行った。

　支援室の認知度を上げるために企画したが、なかなか集客がうまくいか
ず、また準備期間も短かったため改めて企画を成功させる難しさを感じた。
　しかし、多くの反省点が出てきた分、次につなぐことができる部分も多
いという点においては収穫があったと言える。

感想

ボランティア week 実施期間：12 月 12 日～ 16 日
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３．学生コーディネーター研修会

　ヒューマン・サービス支援室では、活動の中核にある学生 CO がコーディネーターとして
十分なスキルを発揮するために、研修会をおこなっている。2016 年度は支援室における学
生 CO の位置づけも明確ではなかったので、ボランティアコーディネーターとしての自覚と
基本的な知識およびヒューマン・サービス支援室における位置づけなど、学生 CO がヒュー
マン・サービス支援室で活動する上での基本的なことがらについて研修をおこなった。
　日程：2016 年 12 月 17 日（土）　10：00 ～ 18：00

＜研修会の趣旨＞
・ヒューマン・サービス支援室学生ボランティアコーディネーターとしての「アイデンティ

ティ」を確認する。
　そのために
　　①　学生ボランティアコーディネーターの基本を身につける
　　②　ヒューマン・サービス支援室のルールを共有する

＜研修内容＞
　　①　基本的知識の確認
　　　–	　ボランティアとは？
　　　–　大学ボランティアセンターとは？
　　②　支援室について
　　　–　学生 CO の位置づけと支援室との協働関係を確認する
　　　–　支援室で活動する上での自分たちのルールを考える
　　③　ボランティアコーディネーターについて
　　　–　コーディネートとは単なる情報提供ではなく、相手の新しい力を引き出す活動で

あることを確認する
　　④　コーディネートの role play
　　　–　従来までのコーディネートと教科書的コーディネートの違いを確認し、自分たち

にとってあるべきコーディネートの姿を考える
　　⑤　企画について
　　　–　企画をおこなうことは関西学院大学内に新しいボランティア文化を生み出すこと

であることを自覚し、加えてやってみたいことを形にすることが重要であること
を確認する

　　　–　企画立案ワークショップを通じて、企画のプロセスを学ぶ
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受講した感想（学年は当時）

　今回の研修会では、普段の私たちの活動を見直す良い機会となり、たくさんのことを得る
ことができた。特に、訪問者に対して行うボランティアコーディネートについてだ。いかに
自分の体験談や知っている情報を伝えることができるかによってコーディネートの質に差が
つくことを改めて感じ、経験を積むことの大切さを学んだ。学生 CO が支援室で活動してい
る目的の１つは、学生の訪問時にボランティアを身近に感じてもらい、学生間だからこそ訪
問者にとって話しやすい環境をつくりだすことだと思う。しかし、たとえ話しやすい環境づ
くりができたとしても、訪問者が本当に探しているボランティア情報を提供しコーディネー
トをすることができなければ、それはコーディネートしたとは言えないだろう。実際にわた
し自身のコーディネートを振り返り、１つのボランティア情報を伝えるというよりも、訪問
者の方とその場で一緒に共有するということが度々あった。その点を改善するためにも、様々
な経験を積み、練習をしつつコーディネートの質を高めたい。また、ボランティア情報を提
供して下さる方々は、私たちがきちんと正しい情報を伝えると信頼して下さるからこそ提供
してくださるのだというお話を聞き、学生コーディネーターとしての責任感を身に染みて感
じた。

法学部２年

南條　早紀

　ボランティアの定義について改めて知ることで今後のコーディネート活動に活かせると感
じました。やはり、ボランティア経験者とボランティア未経験者でボランティアのイメージ
にギャップがあり、そのギャップを埋めることでボランティアに対しての敷居を下げること
ができると思います。学生 CO がこのギャップを埋めることが必要不可欠であり、これから
の課題であると考えられます。ボランティアウィーク、その他の広報において、ギャップを
埋めることを重視し、関西学院大学でボランティアを手段として学生が用いるようになれば
より活発になると思いました。今まで、比較的にボランティアコーディネートをする機会が
多かったものの、学生に満足してもらえなかったことも多く感じてきました。研修を終えて
考えてみると、コーディネーター側が喋る時間が長く、質疑応答のようになってしまったよ
うな気がします。これからは、どんな来訪者でも気づいたら来訪者がたくさん喋っているよ
うな空間や質問を考えていかなければならないと感じました。そのためには、コーディネー
ト練習の中で、聞き出す力 ( 傾聴力 ) を重視し、相槌１つにもこだわっていきたいです。

文学部１年
森本　敦史
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　今年度の代表を務めさせていただきます、人間福祉学部社会福祉学科２回生の
窪田風子と申します。私は阪神・淡路大震災発生後の1996年に生まれました。関
西学院大学のボランティアの歴史はこの阪神・淡路大震災での ｢関西学院救援ボ
ランティア委員会｣ から始まったと聞いています。それから今まで多くの先輩方
がこの大学でボランティア活動をされてきたことによって、今の支援室という場
ができ、これからその先輩方の想いも背負って活動していかなければと感じてい
ます。
　これまで私たちが活動してきたヒューマンサービスセンターから、昨年度に
ヒューマン・サービス支援室へと体制が変わり、センターの時代から先輩方が積
み重ねてこられた歴史を受け継ぎつつ、新たな組織としてチャレンジしていけた
らと考えています。今年は体制変化の初めの代であり、現在は移行期で様々な困
難もありますが、それを乗り越え来年度以降の土台作りの年にしていきたいです。
支援室として、関西学院大学全体のボランティア団体をまとめることも重要な役
割であり、ネットワーク作りの第一歩を果たせればと思います。
　支援室となり、専従コーディネーターがいることで、今まで以上に様々な視点
から活動のアドバイスをいただける環境になり、私たちがやりたいことを実現す
る可能性が大きく広がりました。その中で、学生である私たちだからこそできる
ことを実行していこうと思います。
　学生コーディネーターの今年度の目標は、｢せや、支援室行こか｣ です。まだ
支援室が発足して間もないこともあり、認知度の面では多くのメンバーが課題を
感じています。ですので、関学生が支援室をもっと身近に感じられる、気軽に訪
ねてもらえる場所にしたい、という思いを込めています。このスローガンのもと、
１年間活動していきます。
　今までヒューマンサービスセンターとして培われてきた学生の自主性を忘れる
ことなく、支援室の学生コーディネーターとしての自覚と責任を持って活動して
いきます。関西学院大学のボランティアをもっと盛り上げていくべく、学生コー
ディネーター一同取り組んでいきます。どうぞ宜しくお願いいたします。

人間福祉学部２年（当時）
2017 年度学生 CO 代表　窪田　風子

４．来年度に向けて
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記録事項

資料集

ヒューマン・サービス支援室リーフレット
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記録事項

熊本地震現地ボランティア募集チラシ

第１回  熊本地震現地ボランティア募集 第２回  熊本地震現地ボランティア募集

第３回  熊本地震現地ボランティア募集 第４回  熊本地震現地ボランティア募集
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ヒューマン・サービス支援室  開設記念イベント

開設記念イベント   告知チラシ表 開設記念イベント   告知チラシ裏

開設記念イベント   当日資料表 開設記念イベント   当日資料裏
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復興応援活動　学生考案ポスター

熊本地震現地ボランティア報告会チラシ
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記録事項

第３回   現地ボランティア活動チラシ

熊本地震現地ボランティア報告会チラシ

上ケ原キャンパス 神戸三田キャンパス
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ボランティア活動支援センター規程

第１条　関西学院大学に関西学院大学ボランティア活動
支援センター（以下「支援センター」という）を置く。

（目的）
第２条　支援センターは、ボランティア活動の支援に関

する基本方針を策定する。
（業務）

第３条　支援センターは、前条の目的を達成するため、
次の業務を行う。

　　１　本学のボランティア活動に関する施策の企画・
　　　立案
　　２　本学のボランティア活動に関する全学的方針の
　　　立案及びその方策の推進
　　３　その他、前条の目的を達成するための業務
　２　前項の事業を推進するために、支援センターに

ヒューマン・サービス支援室を置く。
（構成）

第４条　支援センターに次の構成員を置く。
　１　センター長
　２　センター副長
　３　センター委員　３名（西宮上ケ原、西宮聖和、神

戸三田各キャンパスから１名）
（センター長）

第５条　センター長は支援センターを代表し、第3条に規
定する事項について統括する。

　２　センター長は副学長の中から、学長が任命する。
　３　センター長の任期は1年とする。ただし、再任を妨

げない。なお、センター長が任期の途中で退任した
とき、新任者の任期は前任者の任期の残存期間とす
る。

（センター副長）
第６条　センター副長はセンター長を補佐する。センター

長に事故あるとき、又はセンター長が欠けたときは、
その職務を代行する。

　２　センター副長は本学専任教員の中からセンター長
が推薦し、学長が任命する。

　３　センター副長の任期は1年とする。ただし、再任を
妨げない。なお、センター副長が任期の途中で退任
したとき、新任者の任期は前任者の任期の残存期間
とする。

（センター委員）
第７条　センター委員はセンター長及びセンター副長を

補佐する。

　２　センター委員は本学専任教員の中からセンター長
が推薦し、学長が任命する。

　３　センター委員の任期は1年とする。ただし、再任を
妨げない。なお、センター委員が任期の途中で退任
したとき、新任者の任期は前任者の任期の残存期間
とする。

（センター会議）
第８条　ボランティア活動の支援に関する基本方針を定

め、それに基づいて、ボランティア活動を評価し管
理するため、センター会議を置く。

　２　センター会議は次の委員をもって構成する。
　　１　センター長　
　　２　センター副長
　　３　センター委員
　　４　大学宗教主事
　　５　学長補佐　１名
　　６　学生活動支援機構長補佐　１名
　　７　大学事務統轄
　　８　学長室課長
　　９　学長が必要と認めた者　若干名
　３　センター会議は、副学長が招集し、議長となる。
　４　センター会議が必要と認めたときは、センター会

議の議を経てセンター会議委員以外の者を出席させ
ることができる。

第９条　センター会議は、次の事項を協議する。
　１　本学のボランティア活動に関する施策の企画・立

案
　２　本学のボランティア活動に関する全学的方針の立

案及びその方策の推進
　３　支援センター予算・決算に関する事項
　４　支援センター諸規程に関する事項
　５　ヒューマン・サービス支援室の人事に関する事項

（規程の改廃)
第10条　この規程の改廃は、センター会議の議を経て大

学評議会で決定する。

　附　則
　この規程は、2016年（平成28年）４月１日から施行する。
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ヒューマン・サービス支援室規程

第１条　この規程は、関西学院大学ボランティア活動支
援センター（以下「支援センター」という）規程第
３条第２項に基づき、ヒューマン・サービス支援室

（以下「支援室」という）について定める。
（目的）

第２条　支援室は、ボランティア活動の支援に関する基
本方針に基づき、学生等によるボランティア活動を
支援し促進することを目的とする。

（業務）
第３条　支援室は、前条の目的を達成するため、次の業

務を行う。
　１　ボランティア活動への支援・助言
　２　ボランティア活動に関する情報収集と提供
　３　ボランティア活動への啓発
　４　ボランティア活動に関する評価及びそれに伴う公

表
　５　ボランティア活動協議会の開催
　６　その他、前条の目的を達成するための業務

（構成）
第４条　支援室に次の構成員を置く。
　　１　室長
　　２　副室長　３名
　　３　ボランティアコーディネータ
　２　室長は、支援センター副長が兼ねる
　３　副室長は、支援センター委員が兼ねる

（室長）
第５条　室長は支援室を代表し、第3条に規定する事項に

ついて統括する。
　２　室長は本学専任教員の中から支援センター長が推

薦し、学長が任命する。
　３　室長の任期は1年とする。ただし、再任を妨げない。

なお、室長が任期の途中で退任したとき、新任者の
任期は前任者の任期の残存期間とする。

（副室長）
第６条　副室長は室長を補佐する。室長に事故あるとき、

又は室長が欠けたときは、その職務を代行する。
　２　副室長はボランティアに関する知識を有する本学

専任教員とし、支援室長が推薦し、学長が任命する。
　３　副室長の任期は1年とする。ただし、再任を妨げな

い。なお、副室長が任期の途中で退任したとき、新
任者の任期は前任者の任期の残存期間とする。

（ボランティアコーディネータ）
第７条　ボランティアの全学的な推進と調整を行うため、

支援室にボランティアコーディネータを置く。
　２　ボランティアコーディネータは室長が推薦した者

を、支援センター長が任命・委嘱する。
　３　ボランティアコーディネータの任期は1年とする。

　ただし、再任を妨げない。なお、ボランティアコー
ディネータが任期の途中で退任したとき、新任者の
任期は前任者の任期の残存期間とする。

（支援室運営委員会）
第８条　支援室の円滑な運営を図るため、支援室運営委

員会（以下「運営委員会」という）を置く。
　２　運営委員会は次の委員をもって構成する。
　　１　室長
　　２　副室長
　　３　学長補佐　１名
　　４　学生活動支援機構長補佐　１名
　　５　学長室課長
　３　運営委員会は、室長が招集し、議長となる。
　４　運営委員会が必要と認めたときは、運営委員会の

議を経て運営委員以外の者を出席させることができ
る。

第９条　運営委員会は、次の事項を企画・立案し、支援
センター会議に提案する。

　１　ボランティア活動への支援・助言
　２　ボランティア活動に関する情報収集と提供
　３　ボランティア活動への啓発
　４　ボランティア活動に関する評価及びそれに伴う公

表
　５　ボランティア活動協議会の開催
　６　その他、前条の目的を達成するための業務

（協議会）
第10条　室長は、関西学院大学で活動するボランティア

団体の交流・協働を促進するため、室長、副室長に
よる協議会を置き、開催する。

（規程の改廃)
第11条　この規程の改廃は、運営委員会の議を経て大学

評議会で決定する。

　附　則
この規程は、2016年（平成28年）４月１日から施行する。
　了解事項
ボランティアコーディネータは期限付契約職員とする。
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2016年度　ボランティア活動支援センター名簿（所属などは当時）

ボランティア活動支援センター長 
　　　伊藤　正一　（国際学部教授・副学長）
ボランティア活動支援センター副長
　　　関　嘉寛　（社会学部教授）
ボランティア活動支援センター委員
　　　武田　丈　（人間福祉学部教授）
　　　岩坂　二規　（教育学部准教授）
　　　西立野　修平　（総合政策学部専任講師）
大学宗教主事
　　　舟木　讓
学長補佐
　　　嶺重　淑

学生活動支援機構長補佐
　　　松尾　誠紀
大学事務統括
　　　福中　修二
学長室課長
　　　川浦　良介
学長室課長補佐
　　　木村　己
ボランティアコーディネーター
　　　成安　有希　

2016年度　ヒューマン・サービス支援室名簿（所属などは当時）

ヒューマン・サービス支援室長
　　　関　嘉寛（社会学部教授）
ヒューマン・サービス支援室副室長 
　　　武田　丈（人間福祉学部教授）

　　　岩坂　二規（教育学部准教授）
　　　西立野　修平（総合政策学部専任講師）
ボランティアコーディネーター
　　　成安　有希

2016年度　学生コーディネーター（26 名）

４回生						    
佐々木千暁（文）	 竹本　和軌（文）	
田中　里枝（文）	 植松　亨典（社会）	
羽豆　太洋（社会）	 恵　美穂子（法）
永田　絢香（人間福祉）				  
						    
３回生						    
後藤実紗子（文）	 西野　真衣（文）	
溝口　理香（文）
有村　美穂（商）	 櫻井　早苗（商）	
橋本亜香里（商）

２回生						    
梅宮　叶子（法）	 南條　早紀（法）	
辻　江里菜（商）
増田　御月（商）	 山本　彩奈恵（商）	
窪田　風子（人間福祉）
						    
１回生						    
手納紗也香（文）	 森本　敦史（文）	
菅　　夏海（社会）　　  藤木　皓平（経済）	
前川　友吾（経済）	 井上　七海（商）
上田　　歩（商）				  
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関西学院大学ボランティア活動支援センター
ヒューマン・サービス支援室

〒662-8501　兵庫県西宮市上ヶ原一番町 1-155
TEL: 0798-54-6061     FAX: 0798-54-6161
E-mail: kg.hsso.info@kwansei.ac.jp
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